
第5節 先 行 調 査

1調 査 目的

近 年食 品の安全性 に つい て社 会問 題 となってい る もの、 又 は新規 開発 食 品等で安全 性 が 不

明確 な もの につ いて、先 取 り的に調 査 を実施 し、 これ らの 安全 確認及 び 安全 基準設 定の 資料

とす るた めの調査 、研 究で ある。

2調 査事 項

平 成9年 度 は、次の13テ ーマ につ い て実施 した。

(1)輸 入 は っ酵調 味料 の衛 生学 的実 態調 査

(2)輸 入 農 産物加 工品 に残 留す る殺 虫剤 等 の衛生学 的 実態 調査

(3)東 京 湾 産魚介類 に お け る農 薬等 の 汚染 実態調査

(4)貝 類 にお ける ウイル ス汚染 実態 調 査

(5)化 学 的合成 品以外 の添 加物 にお け る有 害物質 の含 有実 態調 査

(6)ポ リカー ボネ ー トを主 成分 とす る合 成 樹脂製器 具及 び 容器 包装 の衛 生 学的実態 調査

(7)食 品 の期 限表 示導入 にお け る衛 生 学的 実態調査

(8)輸 入 食 品 にお ける寄生 虫類 実態 調 査

(9)バ イ オテ クノ ロジー を応 用 した食 品 の衛 生学 的調 査

(10)Vero毒 素産生性 大腸 菌 の汚染実 態 調査

(11)機 能性 成分 を含有 す る加 工食 品 の実態 調査

(12)国 内 産野菜 ・果実 の残 留農 薬実 態 調査

(13)畜 水 産加 工食 品 にお け る抗 菌性 物 質 の残 留実態 調 査

3実 施 期 間

平成9年4月 か ら平成10年3月 まで

4実 施 内 容及 び結 果

(1)輸 入発 酵調 味料の衛 生 学 的実態 調 査

ア 調 査 目的

今 日のグル メブ ー ム を反映 して 、世 界各 国か ら多種 多様 な調 味料 が輸 入 され てい る。

そ れ らの中 には、穀 類 や魚介 類 を原 料 として、微 生 物 の はっ酵 に よ り独特 の風味 を与

えた ものがあ る。 こ う した はっ酵 調味 料 では、た とえば保 存料 と して の添加 が認 め られ

てい な いプ ロピオ ン酸 な どの物 質 が 、は っ酵過 程 にお い て生成 させ る ことが ある。 ま た

輸 入 調味 料は、安 息香 酸 お よびそ の塩 類 にお いて の違 反 も多 い。 さらに、昨年 の ボツ リ

ヌス 菌 の検 出 され た オ イス ター ソー スの よ うに、病 原微 生 物や 有害 性物 質等 が混入 して

い る可能性 も有 り、そ の安全性 の確認 も必要 とな っ てい る。

そ こで、 これ らの輸 入 は っ酵 調 味料 の うち、今 回 は魚 しょ うを中心 に食品添加 物 、 有

害性 物質 等につ いて衛 生化学 的 な面 での実態調 査 を行 い 、行政 判断 あるいは安全 性 評価

のた め の一助 とす る。
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イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成9年4月 ～ 平 成10年3月

(イ)対 象 品 目 輸 入 は っ 酵 調 味 料 及 び 国 産 は っ 酵 調 味 料24品 目

内 訳:タ イ 産 ナ ン プ ラ ー(10)、 ベ トナ ム 産 ヌ ク マ ム(3)、 韓 国 産 イ ワ シ エ キ ス

(3)、 中 国 産 魚 露(1)、 フ ィ リ ピ ン 産 パ テ ィ ス(1)、 日本 産 し ょ っ つ る

(2)、 日 本 産 鯛 ひ し お(1)、 日本 産 い し る だ し(1)、 日本 産 ナ ン プ ラ ー

(1)、 日 本 産 ア ッ ラ ・ガ ラ ム(1)

(ウ)対 象 品 目 の 収 集 方 法 都 内 の デ パ ー ト及 び 食 料 品 店 等 か ら 購 入 し た 。

国 検 査 機 関 東 京 都 立 衛 生 研 究 所 食 品 研 究 科 食 品 化 学 第 四 研 究 室

(オ)検 査 項 目及 び 検 査 方 法

pH:ガ ラ ス 電 極pH計 で 測 定 し た 。

塩 分 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル 、 着 色 料 、 保 存 料 及 び パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル 、 ヒ

素 及 び 重 金 属 、 グ リ チ ル リ チ ン 酸:衛 生 試 験 法1)に 準 拠 し た 。

プ ロ ピ オ ン 酸:立 石 ら2)の 方 法 に 従 っ た 。

揮 発 性 塩 基 窒 素(VBN):食 品 衛 生 検 査 指 針 理 化 学 編 に よ っ た 。

サ ッ カ リ ン 、 ア セ ス ル フ ァ ムK:守 谷 ら4)の 方 法 に 従 っ た 。

ズ ル チ ン:小 林 ら5)に 従 っ た 。

サ イ ク ラ ミ ン 酸:中 里 ら6)の 方 法 に 従 っ た 。

不 揮 発 性 腐 敗 ア ミ ン 類:中 里 ら7)の 方 法 に 従 っ た 。

ウ 検 査 結 果

(ア)pH、 塩 分 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル 、VBN、 甘 味 料

pH、 塩 分 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル 、VBN及 び 甘 味 料 の 検 査 結 果 を 表-1に 示

し た 。

pHは5.0～6.7、 塩 分 は6.8～22.0%、 エ タ ノ ー ル 含 有 量 は0.01～1.8V/V%、 メ

タ ノ ー ル は34～74mg/L、VBNは50～480mg%で あ っ た 。 甘 味 料 は サ ッ カ リ ン が2

検 体 か ら 検 出 され 、0.02～0.13g/kgで あ っ た 。

(イ)着 色 料 、 保 存 料

着 色 料 及 び 保 存 料 の 検 査 結 果 を 表-2に 示 し た 。

着 色 料 は 全 く 検 出 さ れ な か っ た 。 保 存 料 の う ち 、 安 息 香 酸 は13検 体 か ら0.001～

0.006g/kg検 出 され た 。 プ ロ ピ オ ン 酸 は す べ て の 検 体 か ら 検 出 さ れ 、 検 出 値 は0.01～

0.84g/kgで あ っ た 。

(ウ)不 揮 発 性 腐 敗 ア ミ ン 類

不 揮 発 性 腐 敗 ア ミ ン 類 の 検 査 結 果 を 表-3に 示 し た 。

ヒ ス タ ミ ン を 検 出 し た の は21検 体 で 、22～240μg/g、 う ち 韓 国 産 の2検 体 が200μ

g/g以 上 で あ っ た 。 ま た 、 カ ダ ベ リ ン は2.0～3300μg/g、 プ ト レ シ ン は6.0～1600μ

g/g、 チ ラ ミ ン は16～1000μg/g、 ス ペ ル ミ ジ ン は2.6～21μg/g、 ス ペ ル ミ ン は2.4

～14μg/g 、 ト リ プ タ ミ ン は2.2～150μg/g、 フ ェ ネ チ ル ア ミ ン は2.7～120μg/gで

あ っ た 。

(エ)ヒ 素 、 重 金 属

ヒ 素 及 び 重 金 属 の 検 査 結 果 を 表-4に 示 した 。
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こ の う ち 、 ヒ 素 を 検 出 し た も の は23検 体 で 検 出 値 は0 .4～2.2μg/g、 カ ド ミ ウ ム を

検 出 し た も の は1検 体0.4μg/g、 銅 を 検 出 し た も の は5検 体 で0 .1～2.8μg/gで

あ っ た 。 カ ド ミ ウ ム を 検 出 し た も の は 日 本 産 の も の で 、 原 材 料 と し て イ カ を 使 用 し て

い た 。

亜 鉛 は0.4～6.9μg/g、 マ ン ガ ン は0 .2～3.0μg/g、 鉄 は1～62μg/g 、 マ グ ネ シ

ウ ム は100～2300μg/g、 カ ル シ ウ ム は28～420μg/g検 出 さ れ た
。

エ 考 察

魚 し ょ う 油 は 、 魚 に 塩 を 加 え て 半 年 か ら1年 漬 け お き 、 上 が っ て き た 液 体 を 調 味 料 と

し た も の で 、 タ イ の ナ ン プ ラ ー 、 ベ トナ ム の ヌ ク マ ム な ど が あ る
。 日 本 で は 、 秋 田 県 の

し ょ っ つ る や 、 石 川 県 の い し る だ し が こ れ に あ た る と い わ れ て い る8)
。 天 然 調 味 料 の 分

類 に よ る と、 魚 し ょ う は 天 然 エ キ ス 系 調 味 料 の 分 解 型(自 己 消 化 型)に 含 ま れ て い る9)
。

今 回 の 検 査 成 績 で あ る が 、 塩 分 は し ょ う油 の 平 均 値16.4%よ り 高 く
、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑

え る た め 高 濃 度 の 食 塩 が 添 加 さ れ て い る た め と 思 わ れ る 。pHは 、 し ょ う 油 のpH4.7

～4 .89)に 比 べ や や 高 か っ た 。 プ ロ ピ オ ン 酸 は 、 エ メ ン タ ー ル チ ー ズ 、 し ょ う 油 、

し ょ っ つ る 、 サ バ の な れ ず し、 く さ や 汁 な ど の 多 く の 発 酵 食 品 中 に 存 在 す る こ と が 報 告

さ れ て い る12)。 そ の 含 有 量 に つ い て は 、 し ょ っ つ る か ら0 .001～0.006g/kg、 東 南 ア ジ

ア 産 の 魚 し ょ う か ら0.11～0 .28g/kg検 出 さ れ た と の 立 石 ら2)の 報 告 が あ る 。 今 回 も 同

様 の 傾 向 で あ っ た が 、 一 部 検 出 値 の や や 高 い も の(0 .63～0.84g/kg)に つ い て は 、 今

後 さ ら な る 調 査 が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。 安 息 香 酸 は 、 自 然 界 や 食 品 中 に 低 濃 度 な が ら

広 く 分 布 し 、 し ょ う油 に も 数ppm含 ま れ る と の 報 告 も あ り 、 今 回 検 出 し た も の に つ い て

も 天 然 由 来 の も の で あ る と 思 わ れ る 。

VBNは 、50～480mg%と 一 般 の 食 品 よ り 高 か っ た
。

ヒ 素 ・重 金 属 に つ い て は 、 検 出 さ れ て い る も の で も 検 出 量 は 低 く
、 原 材 料 由 来 の も の

で あ る と 思 わ れ 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す も の で は 無 い と 考 え ら れ る
。

オ ま とめ

今 回 の調査 で は、 魚介類 を主原 料 とす るはっ酵 調 味料 の化学的 成 分 につ いて調査 した
。

しか し、検 体数 が24と 少 な く、今 後検 体 数 を増 や して い く と共に 、詳 しい製 造工程 や原

料 の配 合割 合等 の 調査 を行 い、プ ロ ピオ ン酸等 の よ うに はっ酵 過程 で生 じた ものか 添加

され た ものか の検討 を進 め る必 要 が あ る と思われ た。 さらに、魚 し ょ う油 は一般 に 熟成

中 の菌数 が少 な く高塩分 であ るた め、 そ の熟成 にお いて 微生物 の役 割 は少 な く自己 消化

酵 素 に よ る ところが 大 きい と考 え られ てい る。

しか し、腐敗 ア ミン類 が しょ う油 よ り高い値 を示 した こ とは 、 自己消 化以 外に微 生 物

の関 与が あ る ことを示 唆 してい る と思わ れた。 ま た、魚 しょう油 は熟 成 期 間が長 い こ と

や 、 主産 地で あ る東南 ア ジアでは年 中気 温が 高い こ と、魚 しょ う油 中の 細菌 には20%以

上 の高塩 分 下 で も増 殖 で きる細 菌 が存 在す る10)と の 報告 が ある こ とか ら今 後 は細 菌 学的

な調 査 も併 わせ て行 う必 要が あ る と思 われ た。
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表-1発 酵 調 味 料 のpH、 塩 分 、 エ タ ノー ル 、VBN、 甘 味 料 検 査 結 果

n=24

表-2発 酵調味料の着色料、保存料の検査結果

n=24

表-3発 酵調味料の不揮発性腐敗アミン検査結果
(μg/g)

n=24

表-4発 酵調味料のヒ素、重金属検査結果
(μg/g)

n=24
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(2)輸 入農 産物加 工食 品 に残 留す る殺 虫剤 等 の衛 生学 的実 態調 査

ア 調査 目的

我 が国 の食 料輸 入 は 、年 々多様 化 して きて い る。 輸入 食 品 について は 生産 国の気候 風

土や 法 規制 な どが我 が 国 とは異 な る こ とか ら、そ の安 全 性 につ いて 消 費者 の 関心 が高

ま ってい る。 特 に農 産物加 工食 品 は、食 品衛 生法 で残 留農薬 基 準が設 定 され てお らず 、

また残 留実態 も明 らか にな ってい ない。 その こ とが輸入 食 品 に対 す る消費 者 の不安 の一

因 にもな ってい る、 そ こで殺 虫剤 ・除草剤 ・殺 菌剤 な どの輸 入農 産物加 工品 につ いて残

留実態 調査 を実施 した のでそ の概 要 を報 告す る。

イ 調査 方法

(ア)調 査期 間 平 成6年4月 か ら平 成10年3月 まで

(イ)対 象 品 目

輸 入食 品販 売 店 にお いて購 入 、ま たは食 品 の輸 入 業 ・倉庫 業及び 流 通拠 点 において

収去 した農 産物 加 工食 品(シ リアル食 品 、シ リアル 食 品以外 の穀類 加 工 品、果 実加 工

品、野菜加 工 品)を 検 体 とした。

(ウ)検 査 項 目

殺 虫剤:フ ェ ニ トロチ オ ン、 ピ リミホス メチル 、 ク ロル ピリボ ス メチル 、エ チオ ン

除草剤:ク ロル プ ロファム

殺 菌剤:オ ル トフ ェニル フェノー ル 、ジ フェニル 、チアベ ンダゾー ル 、カル ベ ンダ

ゾー ル 、 イマ ザ リル

(エ)検 査機 関 東 京 都 立衛 生研 究所 食 品研 究科農 薬分 析研 究室

ウ 試 験検 査方法

平成4年 厚 生省 告 示 第239号 及 び、農 薬 登録 保 留基 準 ハ ン ドブ ック等 に記載 の 分析法

に準拠 し分析 した。

エ 調 査結 果

調 査農 薬別 の加 工食 品分類別 調 査 項 目数 を 「表-1」 に示 した。4年 間 で616品 目に

つ いて検 査 を実施 し、のべ検 査項 目数 は3609で あ った。

検査項 目につ い て は検体 とな る食 品の原材 料 や原産 国な どを勘案 して 設 定 した。検 査

の結果 、調査対 象 に した薬剤 を検 出 した 品 目数 とそ の 内訳 を 「表-2」 に示 した。4年

間で39品 目の検 体 か ら6種 類の農 薬 を検 出 した。 同一 品 目か ら複数 の薬 剤 を検 出 した も

のが あるた め、調 査 対象農 薬 を検 出 した数 は のべ44農 薬 で あった。

オ 考 察

(ア)殺 虫剤 ・除草 剤

シ リアル ・穀 類加 工 品か ら殺 虫剤 で あ るフ ェニ トロチ オ ン、 ピ リミホス メチル 、 ク

ロル ピ リホス メチ ルの3薬 剤 を検 出 した(表-3)。 諸外 国 におい て これ らの薬剤 は、

貯蔵 穀類用 の ポス トハ ーベ ス ト農 薬 として使 用 が認 め られ てい る場合 があ る。

今 回の検 査結 果 か ら、 ヨー ロ ッパ では ピ リ ミホス メチル とク ロル ピ リホ スメチル を、

アメ リカでは ク ロル ピ リボ スメチ ル を穀 類 に対 して 主 に使 用 してい る こ とが推察 で き

る。

また 、オー ス トラ リア産 の ものにつ いて は、平 成7年 度 にシ リア ル食 品 か らフェニ

トロチオ ンとク ロル ピ リボ ス メチ ル を同時 に検 出 し、平成9年 度 には ピ リミホ スメチ
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ル と ク ロ ル ピ リ ボ ス メ チ ル を 同 時 に 検 出 し た 。 ま た 、 昭 和59年 度 か ら63年 度 の 調 査 に

よ る と 、 オ ー ス ト ラ リ ア 産 の 小 麦 か ら は フ ェ ニ ト ロ チ オ ン を 検 出 す る 傾 向 が 見 ら れ る

と の 報 告 が さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 オ ー ス トラ リ ア で は 、 フ ェ ニ ト ロ チ オ ン

か ら ク ロ ル ピ リ ボ ス メ チ ル ・ ピ リ ミ ホ ス メ チ ル へ と 使 用 薬 剤 を 転 換 して い る こ と が 考

え ら れ る 。

(イ)除 草 剤

ク ロル プ ロフ ァムは 、我 が国 にお いて除 草剤 と して使用 され てい るが 、諸外 国 で は

貯蔵 じゃが い もの発 芽抑 制剤 と して使 用 され てい る。 今回 の調査 におい て も、 ク ロル

プ ロファム を検 出 した13品 目の うち12品 目が じゃ がい もの加 工 品で あっ た(表-4)。

検 出 した加 工 品 の生産 国 も広範 囲 にわた っ てお り、 諸外 国にお ける本薬剤 の使 用実

態 が うかが え る。

殺 虫剤 な どの薬 剤 は、 そ の年 に よ り農 産物 へ の使 用 状況が 異 な るため使 用方 法や 濃

度 に よって は、加 工 品 に残 留 す る恐れ があ る。 したが って今後 も調査 を続 け る必 要が

あ る と思 われ る。

(ウ)殺 菌剤

今 回 調査 した 結 果 、 ア メ リカ 産 の原 料 用 果 汁6検 体 と、マ ー マ レー ド、 ア ップ ル

ソー ス の計8検 体 か らチ アベ ン ダ ゾール を検 出 した(表-5)。 この薬剤 は、 かび 防

止 目的 のポス トハ ーベ ス ト農薬 として柑橘 類 や リン ゴに使 用 が認 め られ て い る場 合 が

あ る。

ア メ リカ にお い て 、チ ア ベ ン ダ ゾー ル は今 回検 出 した加 工 食 品 の原 材 料 で あ るグ

レー プ フル ー ツ、 洋 な し、 りん ご、オ レン ジに ポス トハ ーベ ス ト農 薬 として の み使用

が認 め られ て い る。

従 って 、果 実加 工品 か ら検 出 され たチ アベ ンダ ゾール は、収穫 後 に使用 され た もの

が 分解 な い し除 去 されず 残 留 した 可能性 が 高 い と考 え られ る。

今 回 検 出 した イ マザ リル 、チ アベ ンダ ゾール の値 は、健康 へ の影響 につ い て は問題

の ない レベル で は あ る と考 え られ るが、特 に柑橘 類 には高 い割 合 で殺 菌剤 が検 出 され

るこ と、果実 等 の皮 に は農薬 が残 留 しや す い こ とな どの実態 を踏 ま えて 、今 後 も果 実

加 工品 にお いて 幅広 く調 査す る必 要 があ る と思 われ る。

カ ま とめ

今 回の 調査 か ら、輸 入農 産物加 工品 に も農薬 が残 留 してい るこ とが認 め られ た 。 ポス

トバ ーベ ス ト処 理 した原 料 か らの残 留 を断定す る こ とは できな いが 、薬剤 を検 出 した食

品の生 産 国にお い ては ポス トハ ーベ ス ト処 理 が広 く認 め られ て い るよ うであ り可 能性 は

高い と思 われ る。

しか し、検 出 した残 留量 は健康 上 直 ちに問題 とな る値で はな かっ た。農 産物加 工品 の

農薬 残 留 レベル は 、原産 国 の天候 や 原料 の生産 状 況 、対象害 虫や微 生 物 の薬 剤 耐性 、製

品の製 造 状況 な どに左右 され る こ とが考 え られ る。

よって 、今後 は薬 剤 が検 出 した もの を参 考 に して対 象品 目を しぼ り、 さらに、研 究機

関や 行 政 か ら公 表 され る残留 農薬 の 調査資 料や 原産 国 の気象 状況 と社 会事情 につ いて情

報収 集 を行 い 、 この調 査 を続 け実態 を明 らか に してい く必要 が ある。
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表-1調 査農薬別の加工食品分類別調査項 目数

表-2農 薬を検出した品目数及びその内訳

表-3殺 虫剤を検出した加工食品
(単位:ppm)

検 出 限 界 は0.01ppm
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表-4除 草剤を検出した加工食 品
(単位:ppm)

検 出 限 界 は0.01ppm

表-5殺 菌剤を検出した加工食品
(単位:ppm)

検 出 限 界 は0.01ppm
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(3)東 京 湾産 魚 介類 に お ける農 薬 等 の汚染 実態 調 査

(東 京湾 産 アサ リ中の有機 塩 素系化 合 物等 の汚 染実 態調 査)

ア 調 査 目的

本 調査 は 、東京 湾 にお け る魚 介類 等 の農薬 、重 金属 、 その他 有 害微 量物質 等の環 境汚

染実 態 を把 握 す るた め、昭 和50年 度 か ら継続 し実施 して きた もの で ある。

平成9年 度 も5月 、7月 、9月 期 に調 査 を実施 した ので 、そ の結 果 を報告す る。

イ 調査 方法

調査 場所 は昨 年 と同様 、東京 湾 内 の6地 点(金 沢 八景 、羽 田、三枚 洲 、船橋 、木 更津 、

富 津)と 多摩 川2地 点(府 中、 田園調 布)及 び荒川 下流1地 点(葛 西)の9地 点につ い

て調 査 した。

検 体 は湾 内で は アサ リ2kg、 海 水3ι 、 底質1kgを 、河川 では河 川 水3ι 、底 質1kg

を検 体 と した 。 また 、荒川 につ い て はシ ジ ミ、カキ 各3kgも 検 体 と した。

ウ 検 査機 関及 び検 査項 目

(ア)東 京 都 立 衛 生 研 究 所 乳 肉 衛 生 研 究 科 食 肉 魚 介 化 学 研 究 室

ア サ リ 、 海 水 、 河 川 水 及 び 底 質 、 荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ

HCH(BHC類)、DDT類 、 デ ィ ル ド リ ン(DEL)、 ヘ プ タ ク ロ ル 、 エ ポ キ

シ ド(HPE),ク ロ ル デ ン 類 、 ク ロ ル ニ ト ロ フ ェ ン(CNP) 、 オ キ サ ジ ア ゾ ン 、

ク ロ ル ピ リ フ ォ ス 、 ヘ キ サ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン(HCB)

(イ)東 京 都 立 衛 生 研 究 所 微 量 分 析 研 究 科 有 害 物 化 学 研 究 室

ア サ リ 、 海 水 、 底 質 、 河 川 水 及 び 底 質 、 荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ

PCB、TBTO、 重 金 属(As、Co、Cd 、Zn、Cr、Cu、Pb、Hg)

エ 調 査結 果

(ア)ア サ リ中の農 薬 につい て(表-1)

羽 田、三枚 洲 の アサ リか ら総DDTと 総 クロルデ ンを、船橋 のア サ リか ら総 ク ロル

デ ン を検 出 した。

昨年度 、9月 に採 取 した 金 沢八景 の アサ リか ら、総HCH、HPEとHCBを 除 く

7種 類 もの農 薬 が検 出 され 注視 され た が、本 年度 の 同地点 の調 査 で は全 て の検 体 が検

出 限界値 以 下 となっ た。

木 更津 、富 津 の2地 点に つい て は本年 度 も引 き続 き全て の検 体 が検 出限界値 以下 で

あ った。

(イ)海 水 中の 農薬 につい て(表-2)

海水 は三 枚 洲 の海 水 か ら(5月 と9月 に採取 分)、 ク ロル ピ リボス を0.003ppbと

0.002ppb検 出 した 、他 の地 点 は全 て の検体 が検 出 限界値 以下 で あ った。

(ウ)多 摩川(2地 点)の 河川 水 及 び底質 中の農薬 につ いて(表-3・ 表-4)

河川水 は府 中の河川 水 か ら(5月 と9月 に採 取分)総 ク ロル デ ンを0.001ppb、 ク ロ

ル ピ リホ ス を0.008ppb(5月 採 取 分)、 田園 調布 の河 川 水 か ら0 .007ppb(5月 採 取

分)、0.006ppb(9月 採取 分)を 検 出 した。

底 質 は昨年 度 、上流 に位 置す る府 中の検体 全 てが検 出限 界値 以 下で あった が、本 年

度 は同地 点 の5月 採取 分か ら総DDT、 総 ク ロル デ ン、 ク ロル ピ リホ スの3種 類 の農

薬 を微量 な が ら検 出 した。
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田園調布 の底質 は昨 年度 と同 じ3種 類 の農 薬 が検 出 し、 ほぼ昨年 と同 じ検 出状 況で

あっ た。

(エ)荒 川 の シジ ミ ・カ キ ・河 川水 及び底 質 中 の農 薬 につ いて(表-5)

シジ ミから総DDT、 総 クロルデ ン、 クロル ピ リボス 、HCBの4種 類 の農薬 が検

出 された が、検 出値 は 昨年度 よ りも総 じて低 下 した。

カ キか ら総DDT、DEL、 総 ク ロルデ ン、 ク ロル ピ リホスの3種 類 の農薬 が検 出

され たが、検出値 は昨 年度 とほ ぼ同 じで あ った 。

底 質か ら総DDTと 総 ク ロル デ ンの2種 類 の農薬 が 毎採 取 ご とに検 出 された。 検 出

平均 値 は昨年 度 よ り も低 下 した。 河川 水 か ら総DDTを0.001ppb(7月 と9月 採 取

分)検 出 した。

(オ)ア サ リ ・海 水 ・底 質 中の重 金属 につ いて

アサ リは どこの地 点 で もAsとPbの 検 出値 が 昨年度 よ り低 下 した が,他 の重金 属

は昨年 度 とほ ぼ同様 な検 出値 を示 した。海 水 か らは重金 属 は全 く検 出 され な かった。

底質 は どこの地 点 で も総 じて 高い 検 出値 を示 した。 特 に羽 田では総Hgの 検 出平均

値 が昨年度 に比べ て2倍 以上 高い0.07ppmを 検出 した。

(カ)多 摩川(2地 点)の 河 川水 及び底 質 の重金 属 につ いて

河 川水 は昨年度 に引 き続 いて全 て の検 体 が検 出限 界値 以下 であ った。

底 質 は2地 点 と もCrの 検 出平 均値 が昨 年度 よ りやや低 下 した が、他 の重 金属 の検

出平均値 は軒な み 高 くな った。

(キ)荒 川 の シジ ミ ・カ キ ・底質及 び河川 水 の重金 属 につ いて

シジ ミとカ キ の重 金属 は、 カキ のZn値 だ け顕 著 に高い検 出平均値 を示 したが 、他

は総 じて低い検 出値 で あった。

底 質 は ほぼ全 て の 重金 属 で検 出平均 値 が 昨年 度 よ り高 い値 を示 した。 特 にPbは

13.4ppmと 昨年 度 の1.84ppmに 比較 し顕 著 に高 い値 で あ った。河 川水 は全 て の検体 が検

出限界値 以下で あ っ た。

(ク)ア サ リ ・底質 ・海 水 中のPCB、TBTOに つ いて

ア サ リ ・底 質 はPCB、TBTOの 検 出状 況 、 検 出 平均 値 は昨 年 度 とほ ぼ同 じで

あ った。

海 水は全て の検 体 が検 出限界 値(0.01ppm)以 下で あ った。

例 多摩川(2地 点)の 河 川水 及び底 質 中のPCB・TBTOに つい て

河 川水 ・底 質 は全 て の検 体が検 出 限界値(0101ppm)以 下で あった。

回 荒川 のシジ ミ ・カ キ ・河川 水及 び底 質 中のPCB・TBTOに つ いて

シジ ミ ・カ キ ・底質 のPCBに つ いて は、 いずれ も昨年度 の検 出平均 値 よ り低 い値

を示 し、採取月 毎 の 各検体 の検 出値 も9月 に採 取 した底 質1検 体 を除 き 、全て が昨年

度 よ り低い検 出値 を示 した。

シ ジ ミ ・底質 のTBTOは 昨 年度 と同様 、全 ての 検体 が検 出限界 値(0.01ppm)以

下 であ った。 カ キ は昨年 度 と同様 、0.01ppmの 検 出平均 値 を示 した。

河川水 は全 て の検 体 が検 出限界値 以 下で あ った。

オ ま とめ

本 年度検 出 され た農 薬 は どこの地 点 のアサ リ、 底質 、海 水、河川 水 とも検 出値 に 大 き
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な年 次的変化 は認 め られ な か ったが 、東京 湾 の農薬 等 に よる汚染実 態 を把握す るこ とが

出来 た。検 出 され た農薬 の種 類 につ いて は昨年 度 よ り減 少 した。特 に昨年度 、金沢 八景

で9月 に採 取 した アサ リと荒 川 で各採 取月 毎 のシ ジ ミ、同 じく7月 に採 取 したカ キか ら、

過去5年 間 全 ての地 点で検 出限 界値 以下 であ ったDELが 検 出 され た こ とは注 目す べ き

で あ る。

また、平成6年 度 に使用 中止 とな ったCNPが 金 沢八 景 で9月 に採 取 した アサ リと荒

川 で5月 に採 取 した シ ジ ミか ら検 出 され る等 、 汚染 が危 惧 され た が、今 年度 は両地 点 を

含 めいずれ の地 点 におい て も全 ての検 体が検 出 限界 値以 下 となった。

重金 属につ い ては 、底質 にお いて昨 年度 と比 較 して、 どの地 点で も高 い検 出値 を示 し

たが 、 この状 況 が本年 度 だ けの もの か、 よ り長 い期 間で 結果 を考察 す る こと も必要 で あ

る。

PCB、TBTOに つ いて は 、例年 通 りの結果 で 特 に年次 的変化 は認 め られ な かっ た。

東京 湾の環 境 は人為 的 な要 因 で大 き く変化 してお ります。特 に調 査対 象 と して きた農

薬 、Hg、PCB、TBTO等 が環境 汚染物 質 の一 つ として大 きく クロー ズア ップ され

よ うとして い る状 況 下 にお い て 、今後 も継続 的 に実 態把握 をお こな うこ とが必 要 と思 わ

れ る。

―311―



表-1ア サリ中の残留農薬
単 位ppm<WET BASE>

表-2海 水中の残留農薬
単位ppb

nd・ ・<0.001
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表-3多 摩川の河川水中の残留農薬
単位ppb

表-4多 摩川の底質中の残留農薬
単 位ppm<DRY BASE>

表-5荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ ・底 質 ・河 川 水 中 の残 留 農 薬

ND・ ・<0.001
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(4)貝 類 にお け る ウイル ス汚染 実態調査

ア 調 査 目的

平成9年5月30日 、厚 生省 通知 「食 品衛 生法 施行 規則 の一部 改正 等 につ いて」 に よ り、

「小 型 球形 ウイ ル ス(Small Round Structured Viruses:以 下SRSVと 略 す)」 と

「そ の他 の ウイル ス 」 が新たに食 中毒 事件 票 に よる報 告対象 とな った。

昨年 度 当班 で は、SRSVが 検 出 され る胃腸 炎 の感 染源 として 、二枚 貝 が重要視 され

てい る こ とた着 目 し、 市販流通 二枚 貝 お よび 東京 湾産 二枚 貝にお け る、SRSVやA型

肝炎 ウイル ス等 の ウイル ス汚染 実態 を調 査 した。 そ の結果 、二枚 貝 には ヒ トに感 染 す る

とい われ る さま ざまな ウイル スの存在 が 明 らか となった。

今 年度 も引 き続 き、 二枚 貝にお ける ウイル ス汚 染 実態調 査 を実施 し、あわせ て ウイル

ス感 染防止 の ため 、加 熱 に よる不活化 試 験 と水洗 に よる除去試験 を行 ったの で報告 す る。

イ 調 査方 法

(ア)調 査 期間

平成9年5月 ～平 成10年2月

(イ)実 施 方法

a市 販 流通 二枚 貝 の実態調査

魚介 類 販 売業 か らカ キ、 アサ リ等 の二 枚 貝18品 目188検 体 を買 い上 げ る と とも

に、刺 身 を含 めた 二枚貝4品 目14検 体 を収 去 し、 中腸腺 な どの 内臓 部位 の検 査 を

原則 としたが 、筋 肉部分 を喫食 す る二枚貝 は 内臓 と筋 肉の両方 を検 査 した。 ま た、

刺身類 で はそ の筋 肉を検査 した 。

b東 京 湾 産 二枚 貝 の実態 調査

東京 湾 内6地 点及び荒川 河 口でア サ リ、シ ジ ミ等9品 目65検 体 を採 取 し、 中腸

腺 な どの 内臓 部位 を検査 した。

c加 熱 に よ る ウイル ス不活化試 験

む き身 カ キ に コクサ ッキー ウイル ス0.5並 を接 種後 、沸 騰 水 中で加 熱 しその 消

長 を調べ た。

d水 洗 に よ る ウイル ス除去試 験

木製 ま な板2ヵ 所にSRSVを そ れ ぞれ10cm2塗 沫 し、30分 間 放置 後、 片方 を流

水 によ り1分 間洗 浄 した。次 に、 両方 を拭 き取 り、検 出、非 検 出 の差異 か ら水 洗

効果 を測 った。

(ウ)検 査機 関

都 立衛生研 究所 ウイル ス研 究科 ウイル ス研 究室

国 検 査項 目

SRSV、A型 肝炎 ウイル ス、 ロタ ウイル ス、 アデ ノ ウイル ス 、エ コー ウイル ス 、

コクサ ッキー ウイル ス、 ポ リオ ウイル ス

(オ)検 査 方法

SRSVはPCR法 、A型 肝 炎 ウイル ス、 アデ ノ ウイル ス、エ コー ウイル ス 、 コク

サ ッキー ウイ ル ス は細胞培養 法、 ロタ ウイル ス はELISA法 に よ り検査 を行 った。
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ウ 調 査 結 果

(ア)市 販 流 通 二 枚 貝 の 実 態 調 査(表-1)

ト リ ガ イ 、 ミ ル ガ イ 、 バ カ ガ イ 、 マ テ ガ イ 、 ウ チ ム ラ サ キ を 除 く 二 枚 貝 か ら 、SR

SV、A型 肝 炎 ウ イ ル ス 、 エ コ ー ウ イ ル ス 、 コ ク サ ッ キ ー ウ イ ル ス 、 ポ リ オ ウ イ ル ス

の い ず れ か が 検 出 さ れ 、 検 出 率 は19.8%で あ っ た 。 ま た 、 筋 肉 を 検 査 し た8品 目70検

体 の う ち 、 ア カ ガ イ(5)、 ホ タ テ ガ イ(2)、 ウ バ ガ イ(2)、 ナ ミ ガ イ(1)の

4品 目10検 体 か ら ウ イ ル ス が 検 出 さ れ た 。

な お 、 ロ タ ウ イ ル ス 、 ア デ ノ ウ イ ル ス は 検 出 さ れ な か っ た 。

(イ)東 京 湾 産 二 枚 貝 の 実 態 調 査(表-2)

ア サ リ、 シ オ フ キ 、 シ ジ ミ 、 バ カ ガ イ 、 サ ル ボ ウ ガ イ か ら 、SRSV、 エ コ ー ウ イ

ル ス 、 コ ク サ ッ キ ー ウ イ ル ス 、 ポ リ オ ウ イ ル ス の い ず れ か が 検 出 さ れ 、 検 出 率 は

15.4%で あ っ た 。

な お 、A型 肝 炎 ウ イ ル ス 、 ロ タ ウ イ ル ス 、 ア デ ノ ウ イ ル ス は 検 出 され な か っ た 。

(ウ)加 熱 に よ る ウ イ ル ス 失 活 試 験

沸 騰 水 中 で の カ キ の 中 心 温 度 は1分 後 に 約64℃ 、1分30秒 後 に 約80℃ 強 と な り 、1

分 間 加 熱 で は ウ イ ル ス の 活 性 は 失 わ れ な か っ た が 、1分30秒 間 加 熱 に よ り 活 性 が 失 わ

れ た 。

国 水洗 に よる ウイル ス 除去試 験

ま な板 に塗 沫 したSRSVは 流水洗浄 に よ り1/100以 下まで減 少 した。

エ 考 察

今 年度 の実態 調査 か らも、昨 年度 同様 、SRSV、 エ コー ウイル ス、 コクサ ッキー ウ

イル ス な どの 胃腸 炎 を引 き起 こす ウイル スやA型 肝 炎 ウイ ル ス、ポ リオ ウイル ス な ど、

さま ざまな ウイル スが 二枚貝 か ら検 出 され た。 この こ とは、 もはや ウイルス が二枚 貝 を

介 して経 口感 染 す る可 能性 は否 定 で きない事 実 と考 え る。

ウイル スの検 出率 は 、市販 流 通二 枚貝 が19.8%、 東京 湾 産二枚 貝 が15.4%で あ り、 昨

年 度 に比較す る と低 い結 果 とな った。

ヒ トの生活 環境 下 で流 行 し増 殖 した ウイル ス は生 活排 水 を介 して河川水 、海 水 に流 入

し、汽水 域、海 水 域 で生 息 して い る貝類 に取 り込 まれ蓄積 す る と推 測 され てお り、今 回

の 実態調 査で 生 じた産 地 、年度 に よる ウイル ス検 出率 の差 異 は、二 枚貝 が採 取 され た水

域環 境 め差異 、変 動 に 由来 す る もの と思 われ る。

市 販流 通二枚 貝 の うち、筋 肉部 分 を喫食 す る もの を 内臓 と筋 肉 に分けて検 査 した とこ

ろ、筋 肉か ら ウイル ス を検 出 した ものがあった 。 これ は 、検体 を洗浄 せず 自然 な状態 で

検査 している た めで あ るが、 内臓 か ら筋 肉への 二 次 汚染 が生 じや す い ことが示唆 され た。

現 状 では、 二枚 貝か らの ウイ ル ス感染 を防止 す るには 、処理 、調理段 階で何 らか の手

段 を講 じる こ とが現 実 的 と考 え、加 熱 による ウイル ス不活 化試験 と水洗 に よる ウイル ス

除去 試験 を実施 した。加 熱試 験 か ら、カ キに付着 蓄積 した エ ンテ ロウイル ス の不活 化 に

は、80℃ 以 上で1分30秒 間 の加熱 が有効で あ るこ とが確 認 され た。 また、水洗試 験 で は、

患者 糞便 か ら取 り出 したSRSV濃 縮 液 を使 用 した に もか かわ らず、明 らか に ウイ ル ス

量が 減少 した事 実 は、SRSV除 去 に水洗が効 果 の あ る こ とが確認 で きた。
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オ ま とめ

今 回 の ウイル ス汚染 実態 調査 では 、市販 流通 二枚 貝及 び東京 湾 産 二枚 貝か ら、検 出 率

に差 が あ るもの のSRSVやA型 肝 炎 ウイル スな ど ヒ トに感染 す る さま ざま なウイ ル ス

が検 出 された。

また、 内臓 に含 まれ る ウイル スが処 理 、調理 中に筋 肉表 面 に二 次汚 染 す る可能性 も明

らか に なった。

ウイ ル ス感 染症 を防止 す るた めに は、加 熱 によ る ウイル ス不活化 試 験 と水洗 による ウ

イル ス除去試 験結果 か ら、 ウイル ス汚 染 を受 けた 二枚 貝 で あって も、加熱 して喫食 す る

場合 は十分 な加熱 が、刺 し身 と して生 で 喫食す る場合 は水 洗 の徹底 が有効 で あるこ とを

立証 で きた。

今後 引 き続 き、SRSVやA型 肝 炎 ウイルス等 の ウイル ス感 染 防止 の ため 、各種 食 品

の ウイ ル ス汚染実態調 査 を行 い 、デ ー タの集 積 を図 って い く予定 で あ る。
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表-1市 販流通二枚貝の品 目別 ウイルス検出状況

注1:()は 輸 入 検 体 、 《 》 は 産 地 不 明検 体

注2:上 段 は 陽性 数 、 下段 は検 出 率

注3:陽 性 数=ウ イル ス を検 出 した検 体 数

注4:そ の 他 の 貝 は 、 ウチ ム ラサ キ1、 マ テ ガ イ2で あ る。
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表-2東 京湾産二枚貝の品目別 ウイルス検出状況

注1:上 段は陽性数、下段は検出率

注2:陽 性数=ウ イルスを検出 した検体数
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(5)化 学 的合 成 品以外 の添加 物 にお ける有 害物 質 の含 有実態 調査

ア 調 査 目的

従 来 、天然 添加 物 につい ては大 部分 は法 的 規制 を受 けて こなか ったが 、平成7年5月

の食 品衛 生法 の改 正 におい て、添加 物 の指 定 制度 の範 囲が変 わ り、化 学 的合成 品以外 の

添加物 も含 め、原 則 として 添加 物 全体 に規 制 が拡 大 され た。 平成8年4月 に告示 され た

既存 添加 物 名 簿 に収載 され た 天然 添加 物489品 目につい て は、長 年 の使 用 実績 が あ るこ

とか ら引 き続 きそ の使用 が認 め られた。

しか しなが ら、 従来 か ら指 定 されて い る添加 物 と異 な り多 くは各 品 目毎 の品質規 格 の

設定や 安全 性 の確 認 がな され て いない のが 現 状で あ る。

昨年 度 はカ ラ メル及 びクチ ナ シ色素 を対 象 と して有害物 質 の含 有実 態 を調 査 したが 、

今年度 は アナ トー 色素 、 ウコ ン色 素 、 コチ ニ ール 色素 、抽 出 カ ロチ ン、 パ プ リカ色素 、

ベニ コウジ色 素、 ブ ドウ果皮 色素 及びベ リー類 色 素につ いて 、 日本食 品 添加 物協 会が作

成 した 自主規格(1)、JECFA(FAO/WHO合 同食 品添加 物専 門家 会議)や 米国 の

FCC(FOOD CHEMICALS CODEX)に お いて設 定 され てい る品質基

準等 を指標 と して 調査 を行 った。

イ 調査 内容

(ア)調 査期 間

平 成9年4月 か ら平成10年3月 まで

(イ)調 査実 施方 法 及び対 象施 設

添 加物 メー カ ー営業所 ・添加物 卸売 業 か らの 買い上 げ、 メーカー か らのサ ンプ リン

グに よ り収集

(ヴ)調 査 品 目及 び検 査項 目

aア ナ トー 色 素(7検 体)、 ウコン色 素(4検 体)、 コチ ニール 色 素(8検 体)、

抽 出 カ ロチ ン(5検 体)、 パ プ リカ色 素(13検 体)の 色価 、重金 属(Pb、Cd、

Mn、Cr、Hg)、 ヒ素 及 び色素類 の抽 出 の 目的等 で使用 され る可能性 が あ る有

機 溶媒(メ タ ノール 、n-プ ロパ ノー ル 、 イ ソプ ロパ ノー ル 、n-ブ タ ノール 、

sec-ブ タノール 、イ ソブ タ ノール 、ア セ トン、ジ クロ ロメタ ン、1,2-ジ ク ロロ

エ タ ン、 トリク ロロエ チ レン、メチル エ チ ルケ トン、ジエ チル エ ーテ ル 、酢酸 メチ

ル 、酢酸 エ チル 、酢酸 ブチ ル 、n-ヘ キサ ン、 シ クロヘ キサン)

bベ ニ コ ウジ色 素(12検 体)の 色 価 、重 金 属(Pb、Cd、Mn、Cr、Hg)、

ヒ素及び 自主規格 が設 定 され て い るシ トリニ ン

cブ ドウ果 皮 色素(3検 体)及 び ベ リー 類色 素(5検 体)の 色 価 、重金 属(Pb、

Cd、Mn、Cr、Hg)、 ヒ素 及び 自主規 格 が設 定 されてい る亜 硫酸

(エ)検 査機 関

都 立衛 生研 究所 生活科 学部 食 品添 加物 研 究科 添加 物研究 室

ウ 調査 結果

重金 属及 び ヒ素 の検 査結果 は 、 自主規 格 、JECFA及 びFCCに お いて 基準値 が 定

め られ てい る もの につ いて は、全 て基 準値 内 で あった。 その他 の検査 項 目につ いては 、

下記 の とお りで あ る。
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(ア)ア ナ トー色 素の 有機溶 媒

アセ トン及 びイ ソプ ロパ ノール につ いて 、基 準値 を超 える ものが1検 体認 め られた。

検 出値 はアセ トンで はJECFAとFCCの 基 準値30μg/g以 下に対 して42μg/g、

イ ソプ ロパ ノール で はJECFAとFCCの 基 準 値50μg/g以 下に対 して111μg/g

で あるが、 自主規 格 は設定 されて い ない。 これ は 、色 素抽 出等 に用い られ た アセ トン

及 びイ ソプ ロパ ノール が残 留 した もの と思 われ る。

(イ)ウ コン色素 の有 機溶 媒

全 て検 出 限界値 以 下で あった。

(ウ)コ チニール 色素 の 有機溶 媒

基準値 が 定め られ てい る もの につ いて は、基 準 値 内で あ った。

(エ)抽 出カ ロチ ンの有機 溶媒

n-ヘ キサ ンにつ いて 、基準値 を超 える もの が1検 体認 め られた。 検 出値 は、 自主

規格 基準値25μg/g以 下、JECFA基 準値50μg/g以 下 に対 して72μg/gで ある。

色 素抽 出等 に用 い られ たn-ヘ キサ ンが残 留 して いた と思 われ る。

(オ)パ プ リカ色素 の有 機溶 媒

全 て検 出限界 値 以下 であ った。

(カ)ベ ニ コ ウジ色 素 の シ トリニ ン

全て検 出限界 値 以 下であ った。

(キ)ブ ドウ果 皮色 素 の 亜硫 酸

全て基 準値 内で あ った。

(ク)ベ リー類 色 素 の亜硫 酸

全て検 出限 界値 以 下で あった。

エ 考 察

(ア)重 金 属及 び ヒ素 につい て

今 回の調査 で は 、基準値 が定 め られ て い る もの につい て は全 て基 準値 内 であ り、特

に問題 はな い と思 わ れ る。

(イ)有 機 溶媒 につ いて

天然 着色料 は 動植 物 か ら有機溶 媒 に よ り抽 出 され る もの が多 く、抽 出に利 用 した有

機溶媒 が製 品 中に残 留す る こ とは、食 品衛 生 上好 ま しくな い。 特 に塩素 系 の もの につ

いて は、発 癌性 が あ る との指摘 もあ り、FAO/WHOも 使 用は 望ま しくない として

い る(2)(3)。

また 、国内 で市販 されてい る天然 着色 料35検 体 中20検 体 か らFCCの 基 準値 を上回

るメ タノール が検 出 された ほか、3検 体 につい て はアセ トンの 、1検 体 につい ては イ

ソプ ロパ ノール の 基準 値 を超 え る検 出値 を得 た との報告 が あ る(4)。

今 回 の検査結 果 につ いて は次 の とお りで あ る。

a検 査 した アナ トー 色素7検 体 中1検 体 か ら、JECFAとFCCの 基 準値 を上 回

るアセ トン及 びイ ソプ ロパ ノール が検 出 され た 。 これ は色素抽 出等 に用 い られ た も

の が残留 した と考 え られ るが 、 自主規格 には基 準値 は な く、 自主規 格上 で は問題 は

ない とい え る。

現在 の 自主 規格 に は、JECFAやFCCと 比 べて有 機溶媒 の 基準値 の設 定数 が
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少 な く、 アナ トー色 素 中のアセ トン及 びイ ソプ ロパ ノール につ い て も、JECFA

とFCCに は基準 値 は あるが、 自主規 格 には設 定 されて いない。 今 回 、 自主規 格 に

基 準値 が な い もの につ いて も残 留 が確 認 され た こ とか ら、抽 出方 法 等製 造実態 を 踏

まえ た規 格 の設 定 が望 まれ る。

b検 査 した抽 出カ ロチ ン5検 体 中1検 体 か ら、 自主規 格及びJECFAの 基 準値 を

超 え るn-ヘ キサ ン が検 出 され た。 本 色 素 は色 価 が4,730で あ り、今 回調 査 した 抽

出 カ ロチ ンの 中で一 番 色価 が低 い検 体(色 価110)の 約40倍 で あ る。 当然 の こ と な

が ら、着 色料 は 「色」 を得 るた めに使 用 す る もので あ り、40倍 に薄 め た場合、n-

ヘ キ サ ンは検 出限 界値 以下 とな るの で 、本色 素 を使用 した食 品の 安全 性 につい て は

特 に大 きな 問題 は ない と考 え られ る。

(ウ)シ トリニ ンについ て

シ トリニ ンは カ ビ毒 の一種 で 、Penicilliumの 多 くの菌 種 が産 生 す る こ とが知 られ

て い るが ベ ニ コウジ菌(Monascus)も シ トリニ ンを産 生す る との報 告 があ る(5)。

今 回 の 調査 で は全て検 出限界値以 下 で あ り、問題 はな い と思 われ る。

(エ)亜 硫 酸 につ いて

ブ ドウ果 皮色 素 はブ ドウ酒製造 の 際 副生 す る圧 搾残 留物 を原料 とす るため、原 料 由

来の 亜硫 酸 が残 留す るこ とがあ り、 ブ ドウ果皮色 素及 びベ リー類 色 素 の 主色素分 で あ

るア ン トシア ニン の褐 変 防止 を 目的 と して 亜硫酸 が 添加 され るこ と もあ る といわれ て

い る(6)。

亜硫 酸 は 急性 毒 性 だ け で な く、 亜 急 性 毒 性及 び 慢 性 毒性 につ い て 多 くの報 告 が あ

る(7)。

ま た、1%の 人 が亜硫 酸塩 に対 して敏 感 で あ り、喘 息患者 の5%が 亜硫 酸塩 に有 害

な ア レル ギー反 応 を起 こす リスクが あ る と推 定 され る との報告 もあ る(8)。

今 回 の調 査 では基 準値 に かな り近 い値 の ものも あ るが、全 て基 準値 以 下であ り問題

はな い と思 われ る。

オ ま とめ

今 回 の調 査 では 、特 に大 き な問題 は なか ったが、 自主規格 に基準値 の ない有機溶 媒 の

残留 が確 認 され た こ とか ら、抽出方法 等 製 造 実態 を踏 ま えた規 格の設 定 が 望まれ る。

天然 添 加 物 につ いて、 平成8年 度 はカ ラメル の4-メ チルイ ミダ ゾー ル 、 クチ ナ シ色

素の ジ ェニ ポサ イ ドを、今 年度 はアナ トー色 素 、 ウコ ン色素、 コチ ニ ー ル色 素、抽 出 カ

ロチ ン及 びパ プ リカ色 素 の有機溶媒 、ベ ニ コ ウジ色 素 の シ トリニン、 ブ ドウ果 皮色 素及

びベ リー類 色 素 の亜硫 酸 を 中心 に有 害物 質 の 含有実 態 を調 査 した。 天然 添加物 につ い て

は、 ク ロ ロフ ィル 、抽 出カ ロチ ン、ブ ドウ果 皮色素 等植 物 を原料 と した天 然色 素及 び オ

リザ ノール 、 トコ フェ ロー ル 、茶抽 出物 、 フ ィチ ン酸等植 物 を原料 と した 天然酸化 防 止

剤 にお け る残 留農薬 の 問題 、 ジェラン ガ ム、 キサ ンタ ンガ ム等天然 増 粘 安 定剤 にお け る

細菌 ・真 菌 汚 染等 の問題 も挙げ られ てお り、来 年度 は天 然添加物 にお け る これ ら有 害 物

質 の含有 実 態 を調査 す る予 定であ る。
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(6)ポ リカー ボネ ー トを主 成分 とす る合成 樹脂製 器具 及 び容 器包装 の衛 生学 的実態調査

ア 調査 目的

ポ リカ ーボネ ー トは、衝 撃強度 に優 れ 、透 明で耐熱 性 で ある こ と等 か ら、ほ乳 びん 、

幼 児用食 器 具 をは じめ とす る各種 の器 具 ・容 器包 装 に使 用 され てい る。

しか し、そ の原 材 料 で ある 「ビス フ ェノールA」 は 、い わゆ る 「環 境 ホル モン」 の1

つ で ある とされ 、器 具類 か らの溶 出 問題 が社 会的 関 心 を よんでい る。

このた め、今年 度 は 市販 され てい るポ リカー ボネ ー ト製調理器 具及 び 容器包 装 の原 料

組成 の材 質鑑 別や 主 成分 の ビス フェ ノールAの 溶 出試 験 な どを行 ったの で報告 す る。

イ 調 査 内容

(ア)実 施 期 間 平 成9年8月 か ら平 成10年3月

(イ)実 施 方法

ポ リカ ーボネ ー トを主成 分 とす る器 具類 を、都 内販 売店 か ら買 い上 げ によ り収集 し

た。

(ウ)調 査 品 目

食 品用 ポ リカー ボネ ー ト製 品40検 体

(内 訳)・ ほ 乳び ん6検 体

・幼児 用食 器及 び器8検 体

・一般 用食 品及 び器 具26検 体

(エ)検 査機 関

都 立衛 生研 究所 生活 科学 部 添加物 研 究科 容器 包 装研究 室

ウ 検査 方 法

(ア)材 質鑑 別

赤 外線 吸収 スペ ク トル 法:試 料 を ク ロロホル ム に溶 解 し、ガ ラス板 状 に流 して ク ロ

ロホル ム を蒸 発 、乾燥 して透 明な フ ィル ム とし透過 法 で測 定 し、得 られ た赤外線 吸 収

スペ ク トル を標 準品 と比 較す る こ とによ り、判別 を行 った。

(イ)食 品衛 生法 に基 づ く規 格試験

「食 品、添加 物 等 の規格 基準 」(昭 和34年 厚 生省 告 示第370号)に よる。

※ ポ リカ ー ボ ネ ー ト中 の ビス フ ェ ノー ルAは 材 質 試 験 で500ppm以 下 、溶 出試 験 で

2.5ppm以 下(溶 出液 量は 、2mι/cm2)

※ポ リカ ーボ ネー ト製 「器 具」 に 関 し、溶 出試験 の条 件が告示 に定 めが ないため 、水

60℃ 、30分 で実施 した。

エ 調 査結 果及 び考 察

(ア)材 質鑑別 の結 果 、試 験 品40検 体はす べ てポ リカー ボネ ー トであ った。

(イ)一 般 規格 及 び個別 規 格 の材 質試 験 、溶 出試 験 はす べ て規格 に適 合 していた。

(ウ)ビ ス フェ ノールAに つ いて、個 別規 格試験 にお け る検 出検体 と検 出量 を表 に示 した。

(1)材質試 験 では 、40検 体 中21検 体(53%)か ら検 出 され 、検 出量 は最 低11ppmか ら、

最 高187ppm(No.20バ ッ ト)で あ った。

(2)溶出試 験 で は、1検 体のみ(No.19レ モ ン絞 り器 の絞 り芯部)か ら検 出 され 、検 出

量 は0.18ppmで あった 。 ほ乳 び んか らの溶 出は認 め られ なかった。

(3)溶出試 験 で ビス フェ ノールAの 検 出 は1検 体 の みで あったが、材 質試 験 の結果 か ら、
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約 半数 の検体 に未 重合又 は分解 した と考 え られ る ビス フェ ノールAが 存 在 し、そ の

量 もば らつ き が多 い ことが判 明 したので 、使 用 実態 に あった 溶 ばい 、溶 出温度 ・時

間等を適切 に設 定 し、検 出感度 を上 げるこ とに よ り、溶 出の 詳 しい状 況 を把握 で き

る もの と考 え られ る。

オ ま とめ

(ア)食 品用ポ リカー ボネー ト製 品40検 体 につ い て 、材質鑑 別 、一 般 規格 、個別規格 につ

い て試 験検査 した が、すべ て食 品衛 生法 の規 格 基 準 には適 合 して い た。

(イ)ビ ス フェノールAの 環境 ホル モ ン物質 として の生体 影響 量等 は 未知 であ り、溶 出量

の数 値の持つ 意 味 について は今 後 の調査研 究 を待 た な けれ ば な らな いが、 引き続 き ポ

リカーボネー ト製 品 か らの ビス フェ ノールAの 溶 出状況 を調 査 し、情 報提供 して い く。

食 品衛生法 の溶 出条件等 が必 ず しも使用 実 態 に即 して い ない とい う指摘 も踏 まえ 、

生 活の実態 に即 した温度条 件や 経 時変化 の影 響 等 を考慮 す る と ともに、試験 法 の検 出

限 界 も下 げて試 験 検査 を行 う予 定で ある。

[表]ビ ス フ ェ ノ ー ルA検 出 検 体 一 覧
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(7)食 品 の期 限表 示導 入 にお け る衛 生学 的 実態 調査

ア 調査 目的

近年 、 食 品の製 造加 工技 術や流 通 技術 の進 歩 、ま た食 品 の国際規 格 との整 合性 等食 品

を取 り巻 く状 況が 変化 した こ とに伴 い 、平成7年 に食 品の 日付 表示 が 改定 された。 これ

によ り定 め られ た期 限表 示 方法 は、広 く一般 に認知 され るに至 った が 、そ の期 限 を設 定

す る作 業 は、本来 保 存温 度 等の条件 設 定 か ら期 限設 定 ま で、合理 的 かつ 科学的デ ー タに

基づ い て な され るべ き もの に も関 わ らず 、未 だ従 来 か らの経験 に よる ものが一部 に見 ら

れ る。

そ こで 今 回は、 「品質保 持期 限(賞 味 期 限)」 の設 定 され た食 品 で あ る 「そ うざい ご ま

豆腐」 と 「そ うざいだ し巻 き」 を用 い て保存 試験 を行 い、期 限表示 設 定 の一助 とな るべ

き細菌 検 査等 と食 品の 安全 性 の 目安 とな る 日付表示 の 妥 当性 につい て も確認 を した。

イ 調 査 内容

(ア)実 施 期 間:平 成9年6月 か ら平成10年3月

(イ)調 査 品 目等:大 規模 食料 品等販 売 業(ス ーパー マ ー ケ ッ ト)よ り買い 上 げ

(ウ)調 査 品 目:ご ま豆 腐(120g合 成樹 脂製 カ ップ 詰 、賞味期 限11日 、保存 温度1～

10℃)

だ し巻 き(200g合 成樹 脂製 袋詰 脱 気 包装 、賞味 期 限12日 、保 存温 度

0～10℃)

ウ 検 査 方 法

検 査 項 目:(1)細 菌 数 、(2)大 腸 菌 群 、(3)好 気 性 芽 胞 菌 、(4)真 菌 、(5)pH、(6)水 分 活 性 、

(7)官 能 試 験(に お い 、 味 、 色 、 そ の 他)

保 存 方 法:(1)5℃ 、(2)10℃(販 売 時 実 測 温 度4.3℃)

検 査 日 時:(1)購 入 日 、(2)賞 味 期 限 日 、(3)賞 味 期 限 日 の7日 後

都 立 衛 生 研 究 所 微 生 物 部 細 菌 第 一 研 究 科 食 品 細 菌 研 究 室 、 真 菌 研 究 室 に て 検 査 し た 。

エ 調 査 結 果

(ア)ご ま 豆 腐

a細 菌 数

季 節 を 問 わ ず 、 い ず れ の 検 査 日時 、 温 度 帯 で も 検 出 は20/g以 下 で あ っ た 。

b大 腸 菌 群

75険 体 全 て で 陰 性 で あ っ た 。

c好 気 性 芽 胞 菌

検 体 中 検 出 さ れ た の は6月 の 購 入 日 の5検 体(20～40/g)、9月 の5℃ 保 存 、 賞

味 期 限 日 で1検 体(20/g)の 計6検 体 で あ っ た 。(8%)

d真 菌

75検 体 全 て で 陰 性 で あ っ た 。

epH水 分 活 性

表-1～ 表-2の と お り。
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ごま豆腐

表-1 5℃ 表-2 10℃

f官 能試験(に お い、味 、色、 そ の他)

試 験期 間中 ほ とん ど変化 はな か ったが 、9月 に10℃ 保存 し賞 味 期 限 日の7日 後 の

検 体で においや 色 に変化 が 出た。(ご ま の風味 が な くな り、 わず か に黄み を帯 びた)

(イ)だ し巻 き

a細 菌数 表-3、 表-4の とお り。

表-3

細菌数(/g)5℃

表-4

細菌 数(/g)10℃

b大 腸 菌 群

75検 体 全 て で 陰 性 で あ っ た 。

c好 気 性 芽 胞 菌

6月 で は 、25検 体 中10検 体(40%)か ら10～800/g、1月 で は4検 体(16%)か ら

200～3800/g検 出 さ れ 、 ば ら つ き が あ っ た 。

d真 菌

9月 の10℃ 保 存 、 賞 味 期 限 日 の7日 後 の4検 体 で 、 酵 母 が30～90/g検 出 さ れ た 。

e pH、 水 分 活 性 表-5、 表-6の と お り。

だ し巻 き

表-5 5℃ 表-6 10℃

f官 能試験(に おい 、味、色 、 そ の他)

試験期 間 中 ほ とん ど変化 は な か ったが 、9月 の10℃ 保 存 、期 限 日の7日 後 の検 体

で 、いおい と食 感 に変化 が出 た。(た ま ごの風 味 がな くな り、 柔 らか くな った)
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オ 考 察及 びま とめ

(ア)ご ま豆腐

今 回 の検 体 か らは ほ とん ど微 生物 を検 出せず 、衛生 上 問題 はみ られ なかった。 ま た、

pH、 水分 活性 、官 能試 験 とも ほ とん ど変化 が な く、今 回の調 査 で設定 した期 間、 温

度条 件で は品質 が安 定 して い た。 ただ し、賞 味期 限 を過 ぎ る と風 味が落 ちる等 の品 質

上 の変化 が生 じるので 、味等 の点 か らは期 限 内 に賞味 した ほ うが よい。

今 回 の結 果 よ りこの検 体 は製 造 上 の衛 生管 理 が徹 底 され て お り、 また、妥 当 な期 限

設定 で あった と思 われ る。

(イ)だ し巻 き

a今 回検査 した75検 体 中、1月 の検体 では 、賞 味期 限 日と賞 味期 限 日の7日 後 の2

検 体 で、16×104/gの 検 出 が あ った が、未 検 出 の もの も5検 体 あ るな ど他 の季 節

と比べ て ば らつ きが大 きか っ た。 そ の他 はい ず れ の期 間で も105/g以 下で あ り、

東 京都の食 品 用器 具等 の細 菌 検査 不適基 準 に抵 触す る検 体 はな かった。検 出菌 数 の

少 ない なかで1月 の検 体 の菌数 が比較的 多 か った が、 これ はこ の検 体の製 造が 正 月

休 み明 け直後 で あ ったた め 品質 にば らつ き が 出た もの と思われ る。

今回は2つ の温 度帯 を設 定 して保 存温度 の影 響 を調 査 した が 、表-3の とお り、

5℃ の保存 で は全 て の期 間 で 賞 味期限 日の7日 後で も購入 日と同様 の初発 菌量 と同

一 で あった。 また 、 表-3、 表-4の よ うに2つ の温 度帯 で 比較 す る と、10℃ の ほ

うが1～2オ ー ダー高 か った。

b大 腸 菌群 は全 て 陰性 で あ った。

c好 気 性芽胞 菌 は1、6月 に検 出 され、9月 で は未検 出であ った。 また 、検 出 され

た期 間で も菌数 に ば らつ きが あ った。 この菌 は熱 に強 く、原 材 料や 環境 中に も存 在

す るため完 全 に排 除す る こ とは 困難 であ るが 、腐 敗等 の原 因 とな るので、原 料段 階

か ら衛 生的 な管 理 をす るな ど注 意 が必要 であ る。

d真 菌 は9月 の4検 体 で酵母 が検 出 された が 、検 出値 は30～90/gと 低 か った。

epH、 水分 活 性 、官能 試験 で もほ とん ど変化 がな く、今 回の 調査 で設定 した期 間 、

温度 条件で は、 品 質が安 定 してい た。 ただ し、賞 味期 限 を過 ぎ る と風 味や食感 が落

ち、品質上 の問題 が生 じる ので 賞味期 限内 に 賞味 した ほ うが よい。

今 回の調査 の 結果 、 この検 体 は製 造上の衛 生 管理 が な され て お り、保 存方法 、 期

限設 定も妥 当性 が あ る と思 われ た が、1月 の検 体 で一 部 にば らつ きが 見 られ た よ う

に、通 常 と異 な る状 況下 で の製 造 は十分 な 注意 が必 要 であ る と思 われ た。

これ ら 「品 質保 持期 限(賞 味期 限)」 を定 め た食 品は その特性 上 、期 限内に衛 生 上

の危害 とな る よ うな微 生物 的変化 は あま り見 られず 、 む しろ五感 に よって量 られ る

よ うな品質上 の 変化 を期 限設 定 の要素 と して い る。 この こ とか ら、 これ らの食 品 に

ついて は、期 限設 定 の際 に(1)細 菌数 、(2)大腸 菌 群 、(3)官能 検査 の検 討 をすれ ば 足 り

る と思 われ た。

カ お わ りに

今 回 「賞味期 限」 の設定 され て い る2食 品 を対 象 に調査 したが、 いずれ も製造 時 の衛

生 管理 や保存温度 、期 限の設 定 が 妥 当な もの で あ り、期 限内 は もちろん期 限後で も直 ち
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に衛 生上 の問題 を生 じる もの で はな かっ た。 しか し、加 工食 品 はそ の製 造 工程や取扱 い

に よっ て品質 が大 き くば らつ くもの もあ るか ら、腐敗 変敗 や劣化 とい うリス クを最 小 限

にす るために は、製造 時だ けで な く配 送 時、販 売時 の管理 も厳 格 にす るな どいわゆ るH

ACCP方 式 を取 り入 れた管 理 が必 要で あ る。 そ のた めに は、製 造者 、販 売者 だけで な

く、保 管業者 、配送業 者 、 さらには 消費 者 まで、加 工食 品の特 性 と 「期 限表 示」の示 す

意 味、保 存方 法や取扱 い等 の衛 生管 理 の概念 を浸透 させ る必 要 があ り、今後 はます ます

それ らの普及 啓発 が重 要 とな る と考 える。

ク 今 後 の課題

経 済 が成熟 す るに従 い製 造者 、営 業者 の 自主管 理 が求 め られ 、ま た 、消 費者 自身 の 自

己責任 も増 大 して ゆ く。 そのた めに は消 費者 が安 心 して選 択で き る よ うな情報 の提 供 が

必 要 で ある。 食 品が安全 に食べ られ るか否 か を判 断す る上 で重 要 な要 素 とな る 「期 限表

示 」 は 、科 学的根拠 に基づ き適 切 で な けれ ばな らない。製 造者 の判 断 だ け に頼 らず 、行

政、 消費者 を交 えて、 今後 も業界 団 体 を含 めた各方 面か らの検 討 が必 要 で ある と思われ

る。

(8)輸 入 食 品 にお け る寄生 虫類 実態調 査 につ い て

ア 調 査 目的

近 年 、諸外 国 との活 発 な交流 に よ り、従 来 日本 で は知 られ て いな か った新 しい寄生 虫

症 の発 症 が見受 け られ る よ うにな っ た。 食 品 につ い て は 、規 制緩 和 に伴 い、魚介 食 肉

類 ・生 鮮野菜 ・農産 物加 工品等 の輸 入 量 が急増 して お り、 新 旧の寄 生 虫症 の新た な浸 透

が懸念 され てい る。

そ こで 、平成7年 度 か ら、国内 に 流通す る各 種の輸 入食 品 につい て 、 寄生 虫の実 態調

査 を実施 して きた。平成9年 度 は、 前年度 国内で有 鉤嚢 虫症 の原 因食 品 と して疑 われ た

輸 入 キムチ等の漬 物類 、海外 でサ イ クロス ポ ラ症 の感 染源 とな った ラズ ベ リーな どの農

産物 や農 産物加 工品 を対象 として調 査 を実施 した。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成9年4月 か ら 平 成10年3月 ま で

(イ)対 象 品 目(表1～3参 照)

a生 鮮 野 菜:13品 目32検 体b乾 燥 野 菜121品 目50検 体

c塩 蔵 野 菜:10品 目76検 体d漬 物 等(市 販 品):9品 目75検 体

e生 鮮 果 実:9品 目149検 体f果 汁 ・果 実 加 工 品:8品 目30検 体

g香 辛 料 ・生 薬 原 料:65品 目123検 体

(ウ)検 査 項 目

a生 鮮 野 菜:寄 生 虫 卵

b乾 燥 野 菜:寄 生 虫 、 節 足 動 物

c漬 物:寄 生 虫 卵 、 節 足 動 物

d生 鮮 野 菜:原 虫 類(ク リ プ トス ポ リ ジ ウ ム 、 サ イ ク ロ ス ポ ラ 、 ジ ア ル ジ ア)

e果 物 加 工 品:原 虫 類(ク リ プ トス ポ リ ジ ウ ム 、 サ イ ク ロ ス ポ ラ 、 ジ ア ル ジ ア)

f香 辛 料 原 料 等:寄 生 虫 卵
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(オ)検 査 機 関

都 立 衛生研 究所 細 菌第 二研 究科 寄 生虫研 究 室

ウ 検査 方 法 都 立衛 生研 究所 細菌 第 二研 究科 寄生 虫研 究 室の各 検査 項 目別 検査方 法 に よ

る。

エ 結 果及 び考察

(ア)生 鮮 野菜

ニ ンニ クや タマネ ギ、 ビー ツ(サ トウダイ コン)な ど可食 部分 が 土壌 中で生育す る も

の を中心 に検査 を実施 した。 寄生 虫体や 寄 生虫卵 を検 出 した もの は なか ったが 、4検

体 か らダニの幼 生や 卵 が検 出 され た(表-1)。 これ らの野 菜 につ い て、 も し、生 産農

地 が回 虫等 の寄 生 虫の汚 染 を受 けた 場合 に は、 虫卵 の付着 す る可能 性 を否定 で きな い

とい え る。 、

(イ)乾 燥 野菜

即 席 ラーメ ンの スープ等 に用 い られ て い るフ リー ズ ドライ法 に よ る乾燥ネ ギや 、朝

鮮 に ん じん の よ うに細 切 りせ ず にそ の まま 乾燥 した もの な ど50検 体 につい て検 査 を

行 った。 結果 は 、いず れ か らも寄 生 虫体 や寄生 虫卵 は検 出 され な か った。 しか し、2

検体 か ら昆 虫や ダニ の幼生 が検 出 され た。(表-1)。 乾燥野 菜 につ い ては、そ の表 面

に 虫卵 が付着 してい た と して も、 乾燥 前 に十分 な洗 浄 が行 われれ ば除 去 され る もの と

考 え られ る。 しか し、花弁 の細 い ゆ りの花 や い もが ら等、洗 浄 を しづ らい もの につ い

て は、付 着 した昆 虫等 を除 去す る こ とは 困難 とい え る。

(ウ)塩 蔵 野菜(漬 物原 料)・ 漬物(市 販 品)

アジ ア諸 国か ら漬 物 原料 と して輸 入 され た塩蔵 野 菜や 韓国 か ら直輸 入 され た キム チ

な ど152検 体 につ いて検 査 を行 った 。結 果 は 、い ずれ か ら も寄 生 虫体 や 寄生 虫卵 は検

出 され なか った。

しか し、塩蔵 野菜(漬 物原料)に つ い ては 、4検 体 か ら昆虫や ダ ニ の幼生等 が検 出 さ

れ た(表-1)。 これ らの塩蔵 野菜 につ いて は、生 鮮 野菜 と同様 に 、農 地 が寄 生 虫の汚

染 を受 けた場合 に は、 寄生 虫卵 等 が 付着 す る可能 性 が ある。寄 生 虫卵 は、塩漬 して も

生 存 す る とい われ てお り、食 品 か らの感 染 を予防 す る には、塩蔵 前 の 十分 な洗 浄 が重

要 とい える。

直輸 入 の漬 物製 品で は、1994年 に神 奈 川県 下で 、韓 国産 キムチ が 原 因 と疑 われ る有

鉤嚢 虫症 が報告 され てお り、 同症例 の増 価 を懸 念 す る専門 家の意 見 もあ る。

(エ)生 鮮 果物及 び果 実加 工品

原 虫類 の一種 で あるサ イ クロス ポ ー ラに よる集 団感 染例 が、 この数 年 、ア メ リカや

カ ナ ダか ら報告 され て いる。 そ の原 因食 品 と疑 わ れて い る中南米 産 の ラズベ リー を始

め、 同産地 の ブル ベ リーや ア メ リカ産 イ チ ゴ等 、 そ のまま摂食 され る輸 入生鮮果 実29

検 体 、 な らび に 、清 涼 飲料 水 の 原 料 用 の 輸入 果 汁29検 体 、 さ らに ア メ リカ産 ブ ドウ

ジャ ム1検 体 につい て原 虫類 の検査 を実施 した。 結 果 は、 ク リプ トス ポ リジ ウムや サ

イ ク ロス ポ ラ等 の原 虫類 は一切 検 出 され なか った。(表-2)。 しか し、 これ らの果 実

類 は通 常無加 熱 で摂取 され るこ とが多 く、 も し、 生産地 で原 虫類 の汚 染 され た河川 水

で洗 浄 され る な ど した場合 は 、除去 され る こ とな く輸入 され 、 日本 国内 で も発症 す る
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可能性 が否定 で きな い。

(オ)香 辛料 ・生薬 原 料 等

香 辛料原料 と して輸 入 された原 体66検 体 につ い て検 査 を実施 しま した。 この結果 、

寄生 虫体 ・寄 生 虫卵 を始 め、昆 虫や ダニ等 は一切 検 出 され な かった 。 また、 生薬原 料

として輸入 され た原 体57検 体 につ い て も検査 を実 施 した。 結果 は 、寄 生 虫体 ・寄 生 虫

卵は検 出 されな か った が、昆 虫や ダ ニ等 は1検 体 か ら検 出 され た(表-3)。 生薬 原料

につ いては、農 地 が 寄生 虫の汚染 を受 けた場 合 に は寄 生虫卵等 が付 着 す る可能性 が あ

る。 しか し、 これ らの原体 はそ の まま飲食 され る こ とは少 な く、多 くの場合 、 粉砕 さ

れ て微粉末 に され た り、熱 湯で 煎 じられ るな ど して飲 用 され るので 、 も し、寄 生 虫卵

等 が付着 してい た として も、物理 的 な破壊 や加 熱 に よ り死滅 す る もの と思われ る。 た

だ し、原体 をそ の まま摂 取す る もの について は注 意 をす るひつ よ うが あ る。

オ ま とめ

厚 生省 は、昨年9月 の食 品衛 生調 査会 食 中毒部食 中毒情 報分析(サ ーベ イ ランス)分 科

会 にお いて取 りま と めた結果 に基づ い て、各 自治 体等 の 関係 機 関 にあて て 「食 品媒 介 の

寄 生 虫疾患対策等 につ いて」 を通知 す るな ど、 寄生 虫症 は、新 興感 染症 と してそ の対 策

が急 がれてい る。

今 回の結果 か らも 、生鮮野 菜や 生鮮 果 実、漬物 な ど加 熱 しない で摂取 す る ものにつ い

て は、寄生 虫症 の原 因食 とな る可能性 を否 定で き ない。 今後 も、安 全性 を確 認す るた め、

定期 的 な検査 を持続 して行 う必 要が あ る考 えて い る。 さらに、食 品 のみ な らず 、人 間 の

交流 の増加 に ともな っ て、海 外 か ら持 ち込まれ た 寄生 虫症 が 日本 国 内に 定着す る可 能性

を指 摘す る専門家 も多 い。 今後 は 、 これ らの状 況 を踏 ま え、輸入 食 品 と並行 して 、国 内

で生産 される有機 肥 料 を用い た"有 機 野菜"な ど、 寄生 虫症の感 染源 とな り うる食 品 に

つ い て も対象 を拡 げて 検査 を実施す るな ど、実態 の把 握 に努 めたい。
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表-1野 菜及び野菜加工品
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表-2果 実及び果実加工品

表-3香 辛料及び生薬原料
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(9)バ イ オテ ク ノ ロジー を応 用 した食 品等 の衛生 学的調 査

ア 調査 目的

バイ オ テ クノ ロジー はわ が国 の基盤 産 業 の一つ と して 順調 に発展 しつつ あ る。バ イ オ

テ クノ ロジー の技術 に は、 細胞 融合 、胚 培養 技術、 組 織 培養 、発酵 技術 、酸素技術 、 遺

伝 子組 み換 え技 術等 が あ る。

一方 、厚 生省 は 、バ イ オ 技術 のひ とつ で あ る遺伝 子組 換 え技術 に よ り作 られ た食 品及

び添加 物 につ いて、 平成3年12月 に遺伝 子組換 え食 品 の 安全性 評価 指針 を通知 して い る。

さ らに 、平成8年2月 に 、 この内容 を改 め、遺伝 子組 換 え食 品そ の もの を食 す る場合

も対象 と した。

平成9年12月16日 現 在 、食 品20品 目、食 品添加 物5品 目が指針 に適 合 している こ とが

確認 され てい る。 今後 とも新 た な遺伝 子組 換 え技術 を応 用 した食品及 び 添加物 が、 市場

に流通 す る こ とが予想 され る。

これ らの技術 の 中か ら今 回は 、遺伝 子組 換 え技術 を使 った α-ア ミラーゼ と胚 培養 技

術 で作 られ た カボチ ャ につ いて 、有 害副産 物 の生成 の 有無 、微 生物 の残 存 の有 無、衛 生

的及 び 栄養 学的 な問題 の 有 無 につ い て在 来 品及 び在 来種 と比 較 した。

イ 調 査 内容

(ア)調 査期 間 平成9年4月 か ら平成10年3月 まで

(イ)対 象 品 目

aα-ア ミラーゼ 組 換 えDNA技 術 を応 用 した 食 品 添加 物(以 下 「バ イオ α-ア ミ

ラーゼ 」 とい う)2検 体(粉 末 、 液体)及 び在 来 品 α-ア ミラー ゼ2検 体(粉 末)・ バ

イ オ α-ア ミラー ゼ は 、ア ミロー ス 、 ア ミロペ ク チ ン及 び 同様 の 結 合 を持つ グル

コース重 合体 の α-1、4結 合 の分解 を触媒 し、 主 として、 α-マ ル トー スを生 成

す る α-ア ミラー ゼ で あ る。 パ ン、菓 子 、澱 粉糖 等 の製 造 に使 用 されてい る。

生 育 の悪 いBacillus　 stearothermophilusの 待 つ 、マル トー ス生 産 能 の高い α-

ア ミラー ゼ を コー ドす る遺 伝 子 を、一 般的 に酵 素 の生産 に用 い られ るBacillus

subtilisに 導入 す る こ とに よ り生産 され る。 遺伝 子 組換 えによ り、生 産効率 が向 上

す る とい う利 点が あ る。

bカ ボチ ャ胚培養 技術 で作 っ たバイ オ カボチ ャ(以 下 「バイオ カ ボチ ャ」 とい う)1

検 体 及 び在 来 種 カ ボ チ ャ2検 体(み や こ1検 体 、 えび す1検 体)・ 観 賞 用カ ボ チ ャ

(種:ペ ポカ ボチ ャ)に 一般 種(種:セ イ ヨウカ ボ チ ャ)を 交配 し、着 果 した果 実 か ら

雑 種胚 を取 り出 し、胚培 養 に よって 十数 個体 のF1を 得 た。 このF1か らF2を 少

量 採取 し、胚培養 に よって継 代 した 。 これに別 の 品種 を交 配 し、そ の後代 か ら母 系

を選抜 した。

一方 、 父系 は、母 系 のF2に 交配 した もの と同 じ品種 を交配 して得 たF1に さ ら

に別 の品種 を交配 し、選 抜 を重 ねた。 母 系、父 系 ともに形質 が揃 っ たので交配 し、

このF1を 試 作 した。

バイ オ カボチ ャ は、食 用 と してだ けで はな く、手 の ひ らに載 る く らい小 さ く、 日

持 ち が よいので 、観 賞用 と して も楽 しめる。 ま た 、ふ つ うの カボ チ ャ よ り、生 育 期

間が1ヶ 月 くらい早 くて、育 てや す いの か利 点 で あ る。
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(ウ)検 査機関

衛生研究所 食品研究科 中毒化学研究室

食 品添加物研究科 添加物第一研究室

乳肉衛生研究科 食 肉魚介細菌研究室

栄養研究科 栄養研究室 生化学研究室 食 品分析研究室

ウ 検 査 項 目

(ア)α-ア ミ ラ ー ゼ

DLア ミ ノ 酸 分 析 、 動 物 試 験 、 復 帰 突 然 変 異 試 験(Amesテ ス ト)、 タ ン パ ク 質 分 析

副 剤 等(水 分 、Nac1、Ca)、 酵 素 活 性 力(デ ン プ ン 糖 化 力)

有 害 金 属 類(Cd、Pb、Cr、Mn、As、Hg)

細 菌 検 査(細 菌 数 、 大 腸 菌 、 大 腸 菌 群 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 、 サ ル モ ネ ラ)

(イ)カ ボ チ ャ

DLア ミ ノ 酸 分 析 、 動 物 試 験 、 復 帰 突 然 変 異 試 験(Amesテ ス ト)、 タ ン パ ク 質 分 析 、

栄 養 分 析(炭 水 化 物 、 脂 質 、 タ ン パ ク 質 、 ミ ネ ラ ル 、 灰 分 、 ビ タ ミ ンA、 ビ タ ミ ンB1、

ビ タ ミ ンB2、 ビ タ ミ ンC、 ビ タ ミ ンE、 ビ タ ミ ンK類 、 ナ イ ア シ ン 、 食 物 繊 維 、 エ

ネ ル ギ ー 、 水 分 、 廃 棄 率)

エ 検 査 結 果

(ア)α-ア ミ ラ ー ゼ

aア ミ ノ 酸 分 析:モ ノ ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 、 酸 性 ア ミ ノ 酸 、 塩 基 性 ア ミ ノ 酸 、 ヒ ド ロ

キ シ ア ミ ノ 酸 、 芳 香 族 ア ミ ノ 酸 、 イ オ ウ 系 ア ミ ノ 酸 、 イ ミ ノ 酸 含 量 に つ い て 比 較 し

た 結 果 、 比 較 で き る よ う な 値 は 得 られ な か っ た 。

バ イ オ 品 も 、 在 来 品 も 、 全 ア ミ ノ 酸 含 量 に 占 め る 、D型 ア ミ ノ 酸 の 比 率 はD-セ

リ ン が3%未 満 、 そ の 他 の ア ミ ノ 酸 が1%未 満 で あ っ た 。

b動 物 試 験:い ず れ の 検 体 と も 異 常 は み と め ら れ な か っ た 。

c復 帰 突 然 変 異 試 験:い ず れ の 検 体 と も 変 異 原 性 を み と め な か っ た 。

d蛋 白質 分 析:在 来 品2品 目 及 び バ イ オ 品2品 目 す べ て に 共 通 す る ス ポ ッ トが10個

存 在 し た 。

ま た 、 在 来 品2品 目 間 及 び バ イ オ 品2品 目 間 で の 泳 動 パ タ ー ン は 、 そ れ ぞ れ 異 な

り 、 在 来 品 と バ イ オ 品 の 泳 動 パ タ ー ン も 異 な っ た 。

e副 剤 等:酵 素 の 活 性 成 分 及 び 安 定 剤 で あ るNaClやCaが 検 出 さ れ た が 、 在 来

品 と の 差 は 見 ら れ な か っ た 。

f酵 素 活 性 力:酵 素 活 性 力 と し て 、 糖 化 力 、 糊 精 化 力 を 測 定 し た 。 そ れ ら の 比(a

/b)は 、 バ イ オ 製 品 の ほ う が 従 来 品 に 比 べa/b値 が 約35倍 と 高 く 、 糖 化 力 が 強

い こ と が 認 め ら れ た 。

g有 害 金 属 類:い ず れ の 検 体 と も 異 常 は み と め ら れ な か っ た 。

h細 菌 検 査:細 菌 数 が わ ず か に 検 出 され た も の が 在 来 品 、 バ イ オ 品 そ れ ぞ れ1検 体

ず つ あ っ た 。

(イ)カ ボ チ ャ

aア ミ ノ 酸 分 析:モ ノ ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 、 酸 性 ア ミ ノ 酸 、 塩 基 性 ア ミ ノ 酸 、 ヒ ドロ

キ シ ア ミ ノ 酸 、 芳 香 族 ア ミ ノ 酸 、 イ オ ウ 系 ア ミ ノ 酸 、 イ ミ ノ 酸 に つ い て 両 者 間 の 差
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はみ とめ られ な か った。

b動 物試 験:い ず れ の検体 とも異 常は み とめ られ な かった。

c復 帰突 然変 異試験:い ず れ の検体 と も変異原性 をみ とめなか った 。

d蛋 白質 分析:在 来種2種 間 の泳動 パ ター ンは 、 よ く一致 した。 在 来種 とバ イオ 種

で は、2個 の ス ポ ッ トが一 致 した が、泳 動パ ター ン はかな り異 なっ た。

e栄 養 分析:バ イ オ、在 来種 、 四訂食 品成 分表 の西 洋 カボチ ャ(生)を 比較 した結果 、

バ イ オ種 は、脂 質 、カ ロチ ン、 ビタ ミンE、 ビタ ミンKが 少 な く、 カ ロチ ン、 ビ タ

ミンE、 約1/10、 ビタ ミンKは 、約1/10～1/30だ った。 その他 につ いては、特 に 大

きな違 い がな かっ た。

オ 考 察

(ア)α-ア ミラーゼ

aア ミノ酸 分析:タ ンパ ク質 の構 成成 分 であ るア ミノ酸 は、天 然 に はL型 が多 い こ

とが知 られ て い る。

また 、 ヒ トにおい て は、老化 や 病気 に よ り、 タ ンパ ク質 中のD型 ア ミノ酸が増 加

す る こ とが知 られ て い る。 この よ うな こ とか ら、D型 、L型 につい て調 べてみ た が、

問題 とな る点 はなか っ た。

b動 物試 験 、復帰 突然 変 異試験 、 副剤 等:問 題 とな る点 はなか った 。

c有 害金 属類:す べ てJECFA(FAO/WHO合 同食 品添加 物 専 門家 会議)の

酵素 の一 般規 格 に適合 してい る。

d蛋 白質 分析:ア ミノ酸分析 の結果 同様 、ア ミノ酸組 成が違 うもの と考 え られ るた

め、 比較 す る こ とがで きない。

e酵 素活性 力成 分分 析:糖 化 力 が強 い こ とは、 このバ イオ製 品が 、 マル トース生 産

能の 高い α-ア ミラー ゼ を生産 す るた めに開発 され た もの であ る とい うこと と一 致

す る。

f細 菌 検査:JECFAの 酵 素 の一般 規格 に適合 して い る。

(イ)カ ボ チ ャ

aア ミノ酸 分析 、動 物試 験 、復帰 突然 異変試験:問 題 とな る点 は なか った。

b蛋 白質分析:カ ボ チ ャは、 古 くか ら一つ の種 の よ うに扱 われ て きた が、食用 と さ

れ る4種 を、 相互 に交 配 して も、種 子 は 、で き に くい。在 来 種 は 、 セ イ ヨウカ ボ

チ ャ、バ イ オ種 は、 セイ ヨウカボ チ ャ とペ ポカ ボチ ャ を交 配 した もので ある。 在 来

種 とバイ オ種 で泳 動パ ター ンはか な り異な った の は、 この よ うな種 の違 いによ る も

の とお もわれ る。

c栄 養 分析:バ イ オ種 は 、栄養 的 に脂 質 、カ ロチ ン、 ビタ ミンE、 ビタ ミンKが 少

ない。 バ イオ カボ チ ャは、在 来種 と比較 す ると色 が うす い。 これ は 、オ レンジ色 を

呈す るカ ロチ ンが少 ない た め と思 われ る。 また 、脂 溶 性 ビタ ミン(カ ロチン、 ビタ

ミンK)が 少 ないの も、 色が うす い こ と と、関係 が あ る と思われ る。

カ ま とめ

今回 調査 した 分析 の結果 の範 囲内で は、 バイオ 品 に問題 となる点 は認 め られなか った。

すで に遺伝 子組 換 え食 品の輸 入 が始 ま ってお り、消費 者 の 関心 も高 い。 一部 では、加

工食 品 に対す る使 用 の有無 を 自主 的に表 示す る動 き もあ る。
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今 後 も在来 品 とバ イ オ品 の同等性 を比 較す る検 査 を進 め安全性 を確 認す る一 方 、遺伝

子組 換 え食 品等 の使 用 の有無 の表 示 の動 きが活発 化 され る こ とが 予想 され るため 、 これ

を対 象 にその表示 が適 正 である か否 か を確認す る調 査 も試 み る必 要 が あろ う。

(10)Vero毒 素産生性 大腸 菌 の汚染 実態 調 査 について

ア 調 査 目的

平 成8年7月 、堺 市 におけ る腸 管 出血性大腸 菌0157に よる食 中毒は世 界 に例 をみ

な い大 規模な集 団発 生 とな り、 この年 の腸管 出血性 大腸菌0157を 含 むVero毒 素産 生

性大 腸 菌 による食 中毒等 の発生 は患 者数9,451名 、入 院患者数1,809名 、死者12名 を数 え

るにい た った。

平成8年 は、他 の 全 ての都道 府 県 にお いて も患 者 の発生 が確認 され た年 で もあ り、8

月6日 、Vero毒 素 産 生性 大腸菌 感 染 症 は伝 染病予 防法 の指 定伝 染病 となった。

さ らに、Vero毒 素 産 生性大腸 菌 が加 熱 調理 を行 わず にその まま 喫食 され る食 品及 び挽

き 肉等 か ら検 出 され た 場合 は、食 品 衛生 法第4条 第3号 に該 当す る こ ととな った。

Vero毒 素産生性 大腸 菌 による食 中毒 は、少量 の 菌量 で発症 す る こ と、喫食 してか ら発

症す るまでに時間 が かか る ことか ら、原 因食 品、 汚染 経路 が解 明 され に くい な どの問題

点 が ある。

そ こで、平成9年 度 は汚染経 路等 の解 明 の一助 とす るこ とを 目的 として 、食 肉処理 業

を対 象 に担当保健 所 と合 同で、 施設 面にお け る汚 染 実態調 査 を実施 した。

なお 、 この調査 が計画 された 時 点 ではVero毒 素 産 生性大腸 菌 とい う名前 が使用 され て

い た が、その後 、行 政 的 には腸 管 出 血性大腸 菌 とい う名称 が使 用 され るよ うにな ったた

め、以 下 、 「腸管 出血性 大腸菌 」 とい う。

イ 調査 方法

(ア)調 査期間 平成9年6月 ～平成10年1月

(イ)調 査 実施方 法 都 内の食 肉処 理 業5施 設 を対象 に、以 下 の検 査 を行 った。

a施 設 の拭 き取 り調査 …腸 管 出血性 大腸菌 、 サル モネ ラ、 カ ン ピロバ クター

b食 肉の買い 上 げ検査 …腸管 出血性 大腸菌 、 サル モネ ラ、 カ ン ピロバ クター 、

大腸 菌 群

c排 水 …腸管 出血性 大腸菌 、サル モネ ラ、 カ ン ピ ロバ ク ター

d従 業の検 便 …腸 管 出血性 大腸 菌 、サ ルモネ ラ、 カ ン ピロバ ク ター

(ウ)調 査機関 東京都 立衛 生研 究所 微 生物 部 細菌第 一研 究科 食 中毒研 究室

ウ 調査 結果

施設 の拭 き取 り、検 便等 合計148検 体 につ いて 検 査 を実 施 した が 、表1に 示 す よ うに

腸 管 出血性大腸 菌 は いずれ か らも検 出 され な かっ た。そ の内容 につ いて は以下 の とお り

で あった。

(ア)施 設 の拭 き取 り検 査 につい て

拭 き取 り検 査 は 、食 肉処 理 の作 業 中に実施 した。既 に機械 ・器 具類 の洗浄 が 終わ っ

てい るものも あ ったが 、殺 菌 され ていない もの を選 び、施 設規 模 に応 じて合 計80検 体

を実施 した。

拭 き取 りの対 象 は、主 と して 、作 業 台 ・包 丁 ・ミンチ 機 ・ス ラ イサー ・手指(手 袋

を含 む)・ 床 面 ・ま な板 ・冷蔵 庫 の把手 と し、 そ の拭 い液 を検 体 と した 。そ の他 に、
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ハ エ 取 り紙 や 輸入 牛 肉の包 装 内 面等 につ いて も実 施 した。

腸 管出血 性 大腸 菌及 び サル モネ ラは、 いずれ か ら も検 出 され ず 、1施 設 の作業 台 と

床 面 か ら1検 体ず つカ ン ピロバ クター が検 出 され た。 この施設 で は 鶏 肉を大 量 に処 理

してお り、鶏 肉 か らの 汚 染 が 疑 われ た。2検 体 と も食 中毒 起 因 菌 のCampylobacter

colicやCampylobacter jejuniで は な く、Campylobacter spp.で あ った。

(イ)食 肉の細 菌検 査 につい て

牛 肉及 び 豚 肉 を対 象 と して 、施 設 あた り3検 体 、合 計14検 体 を 買 い上 げた(鶏 肉1

検 体 を含 む)。 検体 は加 工 中 も しくは 最終 製品 の食 肉 の中 か ら無作 為 に、約300gを 採

取 した。 内訳 は、 牛 肉7検 体(全 て 輸入 品)、 豚 肉6検 体(内 輸入2検 体) 、鶏 肉1検 体

(輸 入)で あ った。

腸管 出血性 大腸菌 及 びサ ルモ ネ ラは 検 出 されず 、豚 ロース 肉(輸 入)1検 体か ら食 中

毒 起 因菌 のCampybacter coliが 検 出 され た。 検出 され た施 設で は 、他 の検体 か ら、 カ

ン ピロバ クター は検 出 され てお らず 、 また 、豚 ロー ス 肉 をカ ッ トして い る同 じ作 業 台

の 上 に鶏 肉用 のま な板 を向 かい合 わ せ に置 いて、鶏 肉 の カ ッ ト等 の 作業 を して い るた

め 、 ここで鶏 肉よ り汚染 を受 けた もの と推察 され た。

大 腸菌 群 は 、14検 体 中9検 体 か ら検 出 され 、8検 体 は1g当 た り700以 下で あ っ た

が、残 り1検 体(挽 き肉材 料)は1g当 た り13万 で あ っ た。 細切 りな ど、 手が加 わ るに

従 って菌数 が増 える とい うこ とが い え るが、それ だ け ではな く、食 肉の部位や 等級 に

よ り汚 染状 況 が異 な る とい うこ とも あ る と思われ てい る。

(ウ)排 水 の細 菌検 査 につ いて

排 水 口の滞 留 してい る排水 につい て検 査 を実施 した 。全施 設 で実 施す る予定 で あ っ

た が、排 水 口が施 設 内 に無 い所や 、 あ って も排水 口に 滞留水 が無 い所 な どがあ り、2

施 設 の み計2検 体 だ け検 査 を実施 した。

排 水1検 体 か らCampylobacter spp.しが検 出 され た が 、 この施 設 で も鶏 肉を取 り扱 っ

てい た。

国 検便 の細 菌検 査 につ い て

検 査 を実 施 した5施 設 で 、 実 際 に食 肉処 理 に携 わ っ て いる52人 に つ いて 、検 便 を

行 った が、腸 管 出血性 大 腸 菌、 サル モネ ラ、及び カ ン ピロバ クター の いずれ も検 出 さ

れ なか った。

表-1食 肉処 理 拭 き取 り検査 等 細菌検査 結果
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エ 考 察 とま とめ

今 回 の調査では腸 管 出血性 大腸 菌 及 びサル モネ ラ は検 出 され な か った。 しか し、3施

設 にお い て、拭 き取 り2検 体、食 肉1検 体及び排水1検 体 か らカ ン ピ ロバ クター が検 出

され た。 カンピロバ ク ターが検 出 され た施 設で は、 いずれ もブ ロ ックに加 工 され た鶏 肉

を仕入 れ 、 さらにカ ッ ト等 の処 理 を 加 えてお り、 これ か らの 汚染 が推 察 され た。

食 肉 か ら検 出 され た施 設 では、 豚 肉 と鶏肉 が同 じ作 業台で 処理 され て お り、食 肉の加

工時 や まな夜等 の洗 浄 時で の相互 汚 染 が懸念 され た。 一部 の食 肉処 理業 では、 面積 が 限

られ る ことや出荷 の都 合等 か ら、 同 じ作 業台 で、種 類 の異 な った食 肉を同時 に処理 して

い る実態 がある。 こ うい う工程 で は 、 どんなに注 意 を払 って も相 互汚 染 は避 け られず 、

施 設 の実情 に応 じた衛 生 指導 が必 要 で あ る。

ま た 、検 出 され た 菌 も食 中毒起 因 菌 のCampylobacter coliで あ り、検 査 した食 肉14検

体 の7.1%(1/14検 体)に あた る。2次 汚染 の可能 性 も含 め、今 後 さ らに調査 が必 要 と思

われ る。

オ おわ りに

腸 管 出血性大腸 菌感 染症 につ い て は 、平成8年 に有症者 数9,451名 、無症者数669名 、

入 院 患者 数1,809名 、死 亡者数12名 を数 えた。 平成9年 に は、 有症 者 数1536名 、 無症 者

数635名 、入院患者 数715名 、死 亡 者3名 、平成10年3月20日 の時 点 で有症者 数62名 、無

症 者 数18名 、入院 患 者数34名 とな って い る。年 々少 な くな って い る よ うに見 えるが 、 こ

れ は 、 大規模 な食 中毒 事件等 の発 生 が少 なくなっ たた めで あ り、1名 ～2名 程度 の小規

模 な感 染症例 はむ しろ増加 して い る傾 向 にある こ とや 全 国的な感 染 者 の分 布 を考 え合 わ

せ る と、大規模 な発 生 の 可能性 は依 然 として高い もの と思 われ る。

ま た 、腸管 出血性 大腸 菌 に よ る感 染 症例か ら分 離 され た菌 のDNA分 析 で も200以 上

の パ ター ンに分 け る こ とがで き、 多 種 の遺伝 子型 の 菌 に よ り汚 染 され てい る現状 が指 摘

され て い る(国 立感 染 症 研 究所 「特 集:Vero毒 素 産 生性 大腸 菌(腸 管 出血性 大 腸菌)感 染

症 」)。 この こ とは 、全 国にわ た っ て 多種類 の汚 染 源 が存在 す る可 能性 が ある こ とを示

して お り、また、都 県 の枠 を越 えて 広 範囲 に流 通す る食 品 の介在 も示唆 され る。

しか し、平成8年 に発生 した腸 管 出血性大腸 菌 に よ る集 団下痢 症 において 、原 因食 品

が判 明 したのは28事 例 中4件 しか な く、 昨年実 施 され た食 中毒 事件 等 での遡 り調 査で も

汚染 源 を特定で きた も のはない 状 況 で ある。

こ うした中で、 ま た 限 られた 検 体 数 の中で、腸 管 出血性 大腸 菌 の 汚染実態 を解 明す る

た め に は、食 肉類 の他 に、広範 囲 に流通 し、生で 喫 食 され る生食 用 野菜 ・果 実 な どの食

品 等 に的 を絞 った検 査 を実施す る必 要 があ ると思 われ る。 機 動班 で は、食 肉処理 業 だ け

で は な く、既 に水 耕 農 産物 につ い て も買上げ検査 を実施 してい るが 、 この実 施規 模 を拡

大 す るこ とも必 要 で ある。

(11)機 能 性成 分を含 有 した 加 工食 品 の衛 生学的実態 調 査

ア 調 査 目的

近 年 、消費者 の健 康 志 向の高 ま りに伴い 、食 品 の持 つ体 調調節 機 能 が見直 され 、機 能

性成 分 の一部は、 種 々 の加 工食 品 に取 り入れ られ て い る。 この うち 、抗 う触性(虫 歯 予

防)な どの機 能 を有す るカテ キ ン類 な どが注 目 され てい るが 、 こ うした機 能性 を含有 す

る物 質(茶 抽出物 等)の 中 には同 時 に中枢神 経興 奮 作用 等 を有 す る成 分 も含 まれ て お り、
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そ の 含 有 実 態 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。

そ こ で 、 平 成7年 度 は 茶 抽 出 物(カ テ キ ン 類)を 添 加 し た 菓 子 類 を 対 象 に
、 平 成8年

度 は 緑 茶 等(浸 出 液 含 む)や 茶 飲 料 を 対 象 に 、 ま た 平 成9年 度 は 、 緑 茶 、 菓 子 類 、 健 康

茶 等 を 対 象 に 、 カ テ キ ン 類 、 メ チ ル キ サ ン チ ン 類 及 び そ の 他 の 成 分 に つ い て 、 含 有 実 態

等 の 調 査 を 実 施 し た 。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成9年4月 ～ 平 成10年3月(継 続)

(イ)対 象 品 目 茶 葉 及 び そ の 浸 出 液 各15検 体(抹 茶3検 体 は 原 末 の み) 、 茶 飲 料(清 涼

飲 料 数)6検 体 、 ガ ム5検 体 、 キ ャ ン デ ィ5検 体 計43検 体

(ウ)対 象 品 目 の 収 集 方 法 多 摩 地 区 の ス ー パ ー な ど の 食 品 販 売 店 及 び 茶 専 門 販 売 店 か ら

購 入 し た 。

(エ)検 査 項 目 メ チ ル キ サ ン チ ン 類(3項 目)、 カ テ キ ン 類(8項 目) 、 ア ミ ノ 酸 類(21項

目)ビ タ ミ ンE類(4項 目)、 糖 類(11項 目)、 食 品 添 加 物 〔保 存 料(5項 目) 、

甘 味 料(4項 目)、 着 色 料(タ ー ル 系 色 素)、 二 酸 化 硫 黄 、L-ア ス コ ル ビ ン

酸 、 エ リ ソ ル ビ ン 酸 〕

(オ)茶 葉 浸 出 液 の 調 整 四 訂 に 日本 食 品 標 準 成 分 表 の 調 整 法 に 従 っ た 。

玉 露:茶40gを60℃ の 湯240mlで5分 間 浸 出 、 ウ ー ロ ン 茶:茶15gを90℃

の 湯650mlで0.5分 間 浸 出 、 紅 茶:茶10gを90℃ の 湯400mlで2分 間 浸 出

(カ)検 査 機 関 都 立 衛 生 研 究 所 生 活 科 学 部 食 品 研 究 科 第4研 究 室 、 栄 養 研 究 科 食 品 分 析

研 究 室

ウ 調 査 結 果

(ア)メ チ ル キ サ ン チ ン 類

表-1に 各 種 食 品 の メ チ ル キ サ ン チ ン 類 の 含 有 量 を 示 し た 。

カ テ キ ン 類

(イ)表-2に 各 種 食 品 の カ テ キ ン 類 含 有 量 を 、 表-3に 茶 葉 浸 出 液 中 の カ テ キ ン 類 含 有

量 を 示 し た 。

(ウ)ア ミ ノ 酸 類

21種 類 の ア ミ ノ 酸 の 中 で 、 含 有 量 の 多 い の は 、 テ ア ニ ン 、 ア ル ギ ニ ン 、 ア ス バ ラ ギ

ン 酸 、 グ ル タ ミ ン 酸 、 グ ル タ ミ ン な ど で あ っ た 。 総 ア ミ ノ 酸 量 は 、 抹 茶 平 均

3,678mg/100g、 玉 露 平 均3,026mg/100g 、 紅 茶 平 均1,001mg/100g、 ウ ー ロ ン 茶 平

均501.7mg/100g、 健 康 茶 平 均160.3mg/100g、 茶 飲 料(ウ ー ロ ン 茶)平 均1 .7mg/100

g、 茶 飲 料(紅 茶)平 均4.7mg/100gで あ っ た 。

(エ)ビ タ ミ ンE類

α-ト コ フ ェ ロ ー ル 当 量(E効 力)は 、 抹 茶(平 均26.6mg/100g)が 最 も 多 く 、 次 で

玉 露(平 均22.2mg/100g)で あ っ た 。 ト コ フ ェ ロ ー ル の 主 体 は α-ト コ フ ェ ロ ー ル で

あ り 、 次 い で γ-ト コ フ ェ ロ ー ル で あ っ た 。 δ-ト コ フ ェ ロ ー ル は 、 ほ と ん ど 検 出 さ

れ な か っ た 。

(オ)糖 類

茶 葉 浸 出 液 及 び 茶 飲 料 で は 、 フ ル ク トー ス 、 グ ル コ ー ス 、 シ ュ ー ク ロ ー ス の み 検 出

さ れ 、 そ の 他 の 糖 類 は 検 出 さ れ な か っ た 。 一 方 、 ガ ム 及 び キ ャ ン デ ィ で は 、 こ れ ら の
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他 、 ソル ビ トール 、パ ラチ ノー ス 、 マル トー ス、 キシ リ トール 、 マル チ トール 、ガ ラ

ク トースが検 出 された。

(カ)食 品添加 物

着 色料、甘 味料 、エ リソル ビン酸 、 アスパ ルテ ー ム、二酸化 硫 黄 は 、いずれ の検 体

か ら も検 出 され な かった。一 方保 存 料 の安息 香酸 は、茶 葉 か ら0.01g/kg未 満 、サ リ

チル 酸 は0.01g/kg未 満 か ら0.04g/kgの 範 囲 で検 出 され 、い ずれ も天然 由来 と考 え

られ る。 また 、L-ア スコル ビ ン酸 は抹茶 か ら平均1.3g/kg及 び 玉露 か ら平均1.9g

/kg検 出 され た。 また 、茶飲 料 及 び 菓子類 か らL-ア ス コル ビン酸 が0.03～29g/kg

の範 囲で検出 され た。

エ 考 察

(ア)メ チル キサ ンチ ン類

a茶 葉 の種 類別 検 出状況 につ い て

メチル キサ ンチ ン類 の一種 で あ るカフ ェイ ンは、茶樹 の地 上 部で 生成 し若葉 に多

い。 また、季 節 に よ り変化 し、8月 をす ぎる と急 減す る との報 告 が ある。本 年の調

査 も新茶葉 を使 う玉露、抹 茶 か ら多 く検 出 され た。

b茶 葉浸 出 液 の検 出状況 につ い て

表-1の とお り玉露浸 出液 は 、 平均2.0g/kg検 出 され た。 日本 薬局 方 の カフ ェ

イ ン常 用量(1回0.2g1日0.5g)か ら、飲 用量 に配慮す る必 要が あ る。

(イ)カ テ キ ン類

a茶 葉 浸出液 、清涼飲 料水 、菓 子 類 中での カテ キ ン類

茶 葉浸 出液 の カテキ ン類 の構 成 は、EGCG、EGC、ECG、 の順 に多い のに

対 して 、菓子 、茶 飲料 、な どの加 工食品 で は茶葉 の浸出液 中に は少 ない がGCGも

多 く検 出 され る。 これ は、加 熱 工程 等製 造過 程 において 、 カテ キ ン成 分 の構造 が よ

り熱 に安定 な物 質 に変化 した した た め と思 われ る。

また、総 カテ キ ン量は玉 露 が最 大 で、 ウー ロ ン茶 、紅 茶 は少 ない傾 向 にある。 そ

れ は、後者 は 、は っ酵 又 は半 は っ酵茶 で あ るた め、カテ キ ン類 は酵 素 に よ り酸化 さ

れ たた め と思 われ る。

bむ し歯 予防 効果 につい て

カテ キ ンは、 虫歯 に関与す る酵 素や酸 の生 成 を抑 える といわ れ 、 「50～500ppm程

度で その効果 が期待 でき る」 とい う報告 が あ る。 ガムや キ ャ ンデ ィの カテ キン量 に

は 、ば らつ きがあ ったが、 虫歯 予防効果 が期 待 で きる と思 われ る量が検 出 され るも

の もあった。

(ウ)ア ミノ酸 類

玉 露 は、総 ア ミノ酸 量が平 均407mg/100gで 茶葉 の うち最 も多 い が 、 これ は茶 を

摘 む2～3週 間前 か ら光線 を遮 って 育て られ る玉 露独 特 の栽培 方 法 に よる もの と思わ

れ る。

(エ)ビ タ ミンE類

茶 葉 中の α-ト コフ ェロール 当量 は、一般 食 品 の中で も油脂類 と同様 に非 常 に多 い

が 、脂溶性 で あ るため 、浸 出液 には ほ とん ど検 出 され ない。
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(オ)糖 類

玉露 、 ウー ロ ン茶 、紅 茶 は、全 くシ ュー ク ロー ス が検 出 され な か っ たのに対 し
、健

康茶 か らシ ューク ロー スが検 出 され た。 これ は原 材 料 に甘 草な どが使 用 され て いた た

め と思 われ る。

オ ま とめ

今 回の 調査 結果 か ら、次 の こ とが 明 らか に なった。

切 カ フェイ ンは、上級 の新 茶葉 を使 う玉 露、抹茶 に多 く含 まれ て いた 。

(イ)玉 露 は、他 の食 品 と比較 して機 能性 成 分 に富む もの の、その浸 出 液 中に はカ フェ イ

ン(平 均2.0g/kg)を 多 く含 ん でお り、 日本薬 局 方 の カ フェイ ン常 用 量(1回0.2g、1

日0.5g)か ら飲 用量 に配慮 す る必要 が あ る。

(ウ)ガ ム、 キ ャンデ ィの カ フェイ ン量 は 、比較 的に少 量 で あった。

(エ)不 は っ酵 茶 、は っ酵茶 な ど製 法 の相 違 に よ り、総 カ テ キン量 に差 が 認 め られ た。

(オ)カ テ キ ン類 が添加 され てい るガ ム、 キャ ンデ ィは 、そ の検出 量 にバ ラツキがあ っ た。

(カ)玉 露や 抹 茶 は、ア ミノ酸 量 が多 く特 にお 茶の 旨味 の主成 分で あ るテ アニ ンを多 く含

んで いた 。

(キ)茶 葉 中に は ビタ ミンE類 が多量 に含 まれ るが、脂 溶性 のため、浸 出液 ではわず か で

あった。

(ク)茶 葉 浸 出液 中の糖類 は 、 フル ク トー ス 、 グル コー ス 、 シュー ク ロー ス のみであ っ た。

カ おわ りに

機 能性 成 分 には 、茶抽 出物 の ほか、食 物 繊維 、オ リゴ糖類 、配糖体 な ど多 くの もの が

あ り、食 品 素材 と して使用 され てい る。 今 後 は、 これ らにつ いて も調 査 を検 討す る必 要

が あ る と思 われ る。

表-1各 種食 品 の メチル キサ ンチ ン類 含有量(平 均値)
(g/kg)
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表-2各 種食品のカテキン類含有量(平 均値) (g/kg)

(注)C:カ テ キ ンEC:エ ピ カ テ キ ンEGC:エ ピ ガ ロ ァテ キ ンECG:エ ピカ テ キ ンガ レー トG

CG:ガ ロ カ テ キ ンガ レー トGC:ガ ロ カ テ キ ンCG:カ テ キ ン ガ レー トGCG:ガ ロカ テ キ ンガ

レー ト

表-3茶 葉浸出液中のカテキン類含有量(平 均値) (g/kg)

(注)略 号は表-2に 同じ
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(12)国 内産 野 菜 ・果 実 の残 留 農薬 実態 調 査

ア 調査 目的

平成10年3月1日 現在 、食 品衛 生法 に よ る残留農 薬 基準(以 下 「残 留 農薬基 準」 とい

う)は 約130農 産 物 に対 して 、161農 薬 の残 留基準 が設 定 されてお り、 さらに 国は、2000

年 まで に少 な く とも200農 薬 の基 準 を設 定す る予定 で あ る として い る。

また 、一般 消費者 へ の情 報公 開 の一環 と して輸入 農産 物 の検疫デ ー タや 市場調 査結 果

につ い て も公 開す る方 針で あ り、各 都道 府県 に も公 開へ の協 力 を要請 してい る。

こ うした基 準改 定の 動 きや 情 報公 開 の流れ の中で 、国 内産 野菜 ・果 実 の残 留農薬 の実

態 を把 握 す る必 要性 は増 大 して い る。

残 留農薬 実態 調査 は 、昭和53年 度 か ら継 続 して実施 してい るが、 平成9年 度 におい て

も平成8年 度 に引 き続 き、無農 薬 栽培 等 の名称 をつ けず一 般 に流通 してい る農 産物(以

下 「慣 行栽 培農 産 物」とい う)、 いわ ゆる無農 薬栽 培(独 自の栽培 基 準 に よる減農 薬 栽 培

及 び有 機栽 培 を含 む。 以 下 「無 農 薬栽 培 等」 とい う)の 農 産物 及 び 、農 林水 産省 に よ る

「有 機 農産 物 等 に係 わ る青 果物 等 特別 表示 ガ イ ドライ ン」(以 下 「表 示 ガ イ ドライ ン」

とい う)に 則 した表 示 の ある農 産物 な ど市販 品計59品 目につ いて調 査 を行 った。

イ 調 査方 法

(ア)調 査機 関 平成9年5月 ～平 成9年12月

(イ)対 象農 薬 表-1の とお り、 昨年 度実施 した60農 薬 と、新 しい残 留農 薬基 準 に対

応 す るた めに16農 薬 を追加 し、合計76農 薬 につ いて検 査 を実施 した。

(ウ)対 象 品 目数(1)慣 行 栽 培農 産物……8作 物34品 目

(2)無 農 薬栽 培 等農 産物……6作 物18品 目

(3)表 示 ガ イ ドライ ン に基 づ く農 産物 …5作 物7品 目

(エ)調 査 対 象(1)慣 行 栽培 農産 物 …… 多摩 地 区内 のス ーパー5ヶ 所 、そ の他3ヶ 所

(2)無 農薬 栽 培等農 産 物及 び表示 ガイ ドライ ンに基 づ く農産物 … 多摩

地 区の無 農薬 及 び減農 薬栽 培 な どの 農産 物専 門販 売店4ヶ 所

(オ)検 査機 関 都 立衛 生研 究所 生活 科学部 食 品研 究科 農薬 分析 研 究室

(カ)検 査 方 法 食 品 衛生 法 第7条 に基 づ く食 品、 添加 物 等の規 格 基 準(昭 和34年12月

28日 、厚 生省 告示 第370号)中 「穀 類 、豆類 、果 実 、野菜 、種 実類 、茶 及 びホ ップの成

分規格 の 試験法 」 に準拠 した。

ウ 調 査結 果

(ア)慣 行 栽培 農産 物

慣 行 栽培農 産物 は 、34品 目につ い て検 査 した とこ ろ、表-1の とお り、合計16種 類

49農 薬 を検 出 した。検 出 され た農薬 で残 留農 薬基準 に違 反す るもの は 、イプ ロジオ ン

とク ロル ピ リボ スの各1農 薬 であ った。 ま た、登録 保留 基準超 えて検 出 した農薬 は 、

プ ロシ ミ ドン、チ オ ジカル ブ各1農 薬 と、 メ ソミル2農 薬で あ った。

作物 別 で は、表-2の とお り、 シ ョク ヨウギク5品 目全 て か ら、合 計で7種 類13農

薬 を 検 出 した 。 特 に、 山形 県 産 の2品 目 か ら残 留 農 薬 基 準 を超 え て イ プ ロジ オ ン

16ppm、 及 び クロル ピ リホス0.08ppmを それ ぞれ検 出 した。 また 、 山形県 産1品 目か ら、

登録 保 留基 準 を超 えてプ ロシ ミ ドン8.9ppmを 検出 した。

ホ ウ レン ソウは、4品 目中3品 目か らは3種 類3農 薬 を検 出 した。
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コマ ツナ は、3品 目中2品 目か ら3種 類3農 薬 を検 出 し、 うち北海道 産1品 目か ら

登録 保 留基準 を超 えて カーバ メ イ ト系農 薬 メソ ミル を1.7ppm検 出 した。

ピーマ ンは、4品 目中3品 目か ら7種 類10農 薬 を検 出 した。

サ ニー レタスは 、4品 目中2品 目か ら4種 類4農 薬 を検 出 した。

レタ スは、3品 目中2品 目か ら4種 類5農 薬 を検 出 した。 特 に、 茨城県産1品 目か

ら登録 保留基 準を超 えてチオ ジ カル ブ6.8ppm及 び メ ソ ミル4.1ppmを 検出 した。

キャベ ツか らは 、農 薬 は検 出 され なか った。

モ モ については 、果 肉部分 で 、5品 目中4品 目か ら2種 類4農 薬 を検 出 した。 また 、

全果 で は全ての品 目か ら農薬 を検 出 し、5種 類7農 薬 を検 出 した。

なお 、残 留基準 を超 えて農 薬 が 検 出 した検 体 につ いて は、生 産 地の 関係機 関に違 反

食 品 と して通報 し、登 録保 留基 準 を超 えた検 体 につ い ても、生 産 地の 関係機 関に参 考

と して 通知 した。

(イ)無 農 薬栽培等農 産物 及 び表示 ガ イ ドライ ンに基 づ く農産 物

表-3の とお り、25品 目につ い て検査 した ところ、残 留農 薬基 準 に違反す る もの及

び 登録 保留基準 を超 え て検 出 した も はなか った。 無 農薬 栽培 等農 産物 につい て は18品

目につ いて調 査 した とこ ろ、有機 栽 培 の レタス か らプ ロシ ミ ドン0.64ppm、 ジ エ ト

フ ェンカルブ0.02ppmを 検出 した 。

ま た、表示 ガイ ドライ ンに基 づ く農 産物7品 目につ いて は、減 農薬 栽培 のサ ニー レ

タス 、 レタス、及 び ピーマ ンか ら農 薬 を検 出 した が 、有機栽 培 、転 換期 間中有機 栽培 、

無 農 薬栽培 の各 品 目か らは、農薬 は検 出 され なか った。

エ 考察 及 びま とめ

(ア)慣 行栽 培農 産物

今 回 の、検出 した農 薬16種 類49農 薬 の中で、残 留 農薬基 準 が設 定 され てい る ものは 、

シ ョク ヨウギ クのイ プ ロジオ ン、 フ ェニ トロチ オ ン、 ジク ロル ボス、 クロル ピ リホ ス、

ピーマ ンのイプ ロ ジオ ン、モモ の ク ロル ピリボス、 ビテル タノー ル、 テプ フェ ン ピラ

ド、サ ニー レタスの イプ ロ ジオ ン、EPN、 ホ ウ レン ソウの ジ ク ロル ボス、 レタス の

ジェ トフェンカル ブの8種 類18農 薬 で あった。 それ 以外 のTPN、 エ ン ドスル フ ァン

1及 びII、 プ ロシ ミ ドン、 ビン ク ロ ゾ リン、 メ ソ ミル 、チオ ジ カル ブは全て の作 物 に

対 して残留農薬 基準 が設 定 され てお らず、ま た、 プ ロチオ ホス も一部 の農産物 には残

留 農薬 基準 が設 定 され てい る もの の 、今回検 出 した ピーマ ンに は基 準が設定 され て い

なか った。

この よ うに、今 回検 出 され た農 薬 は残留農薬 基 準 の設定 され てい ない ものが 多 く見

られ た。

特 に、メ ソミル 、 プ ロシ ミ ドンは 検出率 が高 く、広 範 囲に農 薬 が使用 され て い る こ

とが予想 され るこ とか ら、(1)使 用 の 実態 に即 応 した残 留農薬 基 準 の設定 が望 まれ る。

ま た 、(2)今後 も使 用 の実態 に則 して 検査農薬 の拡 大 を 図 り、実 態調 査の精 度 を高 めて

い く ことが必要 で あ る。

(イ)無 農 薬栽培等農 産 物及 び表 示 ガ イ ドライ ンに基づ く農 産物

無 農薬栽培等農 産物 で、有機 栽 培 の レタス か ら農 薬 を検 出 した。栽培 記録 では 、農

薬 使 用 の記録 はな く、 どの よ うな経 路 で残留 した か は不明で あ る。

―344―



表 示 ガイ ドライ ンに基づ く農 産物 か らの農薬 の検 出 状況 は、減 農 薬栽 培の表 示 の あ

る3品 目か ら5種 類6農 薬 を検 出 したが 、残留農 薬 基 準及 び登録 保 留基 準 を超 え る も

の はな か った。
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表-1検 査対象農薬及び慣行栽培農産物農薬検出結果

*:平 成9年 度に追加 した農薬(16種 類)

◇:モ モ(果 肉、全果)のみを対象 に検査を実施 した。

殺虫:殺 虫剤

殺菌:殺 菌剤

虫菌:殺 虫殺菌剤

土壌:土 壌殺菌剤

除草:除 草剤

食:食 品衛生法に基づく残留農薬基準の対象農薬(平 成9年 度末現在)

登:農 薬取締法に基づく登録保留基準の対象農薬

(●)の 数は、残留農薬基準違反 のもの

(▲)の 数は、登録保留基準超のもの

有:登 録 されている農薬

失:失 効 した農薬

無:登 録 されたことのない農薬
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表-2慣 行栽培農産物の作物別農薬検出結果

(注)●:残 留農薬基準違反のもの ▲:登 録保留基準を超えたもの

表-3「 無農薬栽培等」及び 「表示ガイ ドライン」の残留農薬検査結果
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(13)畜 水 産食 品にお ける抗 菌性 物質 の残 留 実態 調査

ア 調 査 目的

わが 国 の畜水産物 は 、過密飼 育 の経 営状 態を取 り入れ る ことに よ り、著 しくその 生産

量 を増加 させ てきた。 しか し、飼 育段 階 において抗 菌性 物 質 が使用 され る機会 が多 く、

生 産 され る養殖魚 や食 肉等 への薬 剤 の残 留が問題 となっ てい る。

近年 、 動物 用医薬 品 等 につい て個 別物 質 ご とに安 全 性評 価 が行 われ 、わ が国にお い て

も抗菌 性 物資につい て は 、平成7年12月26日 に抗生 物 質1種(オ キ シテ トラサイ ク リン)、

平成9年3月28日 に合 成抗 菌剤2種(ス ル ファジ ミジ ン、カル バ ドック ス)に つい て残 留

基準 が設 定 された。 今 後 も、動 物用 医薬 品の残留 基 準 が順次 整備 され て い くもの と考 え

られ る。

当班 では 、都内 で流 通 す る畜水 産食 品 について、 抗 菌性物 質 の残 留実 態 を調査 す る こ

とを 目的 とし、平 成9年 度 は輸入加 工食 品お よび養 殖魚 を対象 品 目と して調査 を行 った。

さ らに食 品環境 指 導 セ ンター が実 施 した特別 ・一 斉 監視 事業 にお ける抗菌性 物質 の 検

査 結果 と併せ て報 告 す る。

イ 調 査方 法

(ア)調 査 期間 平成9年4月 か ら平成10年3月 まで

(イ)検 査 機関 東京 都 立衛 生研 究所

乳 肉衛 生研 究科 乳研 究室 食 肉魚 介 細菌研 究 室 ・食 肉魚 介化学 研 究室

(ウ)対 象品 目a養 殖 魚介類7品 目44検 体

b食 肉8品 目133検 体

c加 工品等8品 目201検 体

(エ)検 査 項 目及 び検 査 方法

抗菌性 物質は抗 生 物質 と合 成抗 菌 剤 に分類 され る。 抗生 物質 とは生物 に よってつ く

られ 、微生物の発 育 を阻止す る物質 の こ とで あ り、抗 生物 質 と同一物 あるい はそ の誘

導 体 で化学的 に合 成 され た もの も含 む。合成抗 菌剤 とは生物 の力 を借 りず、化 学 的 に

合 成 された抗菌性 物 質 で ある。 以 下、 実施 した検 査方 法 を示す 。

a抗 生物質

乳 ・乳製 品以 外 の検体 に つ いて は、簡易検 査 法1)及 び分 別推 定 法2)に よ り検 査

した。牛乳及 び 加 工乳 につ い て はペ ーパーデ ィス ク法3)及 び分 別 推定法 に よ り検

査 した。 陽性 を示 した もの に つい て は物質の 同 定、 定量 を行 っ た。 ポ リエ ーテ ル 系

抗 生物質(サ リノマイ シ ン、モ ネ ン シン、 ラサ ロ シ ド)に つ いて は、高速液 体 ク ロマ

トグラフィー を用 いて検査 した。 ナチ ュラル チ ー ズの ナ タマ イ シ ンの検査 につ いて

は、IDF(国 際酪 農連盟)が 提 唱す る方 法 に準拠 して行 った。

b合 成抗菌剤

いずれ の項 目に つい て も、一 斉分析 法4)あ るい はそ れ に準拠 した方 法で検 査 した。

ウ 検査 結果及 び考察

検 査 した378検 体 の うち、養 殖 魚 や チーズな ど23検 体 か ら抗 菌性 物質 が検 出 され た。

輸 入 品のチーズ 以外 の検 体 につ い ては、食品衛 生違 反 となる事 例 はなか った。 検 査 結

果 一覧 表 を表-1に 、抗 菌性物 質 を検 出 した検体 につ いて表-2に 示 した。

―348―



(ア)養 殖魚 介類

検 査 の結果、4魚 種(ブ リ、 ヒラメ 、カンパ チ、 エ ビ)か ら抗 菌性 物質 が検 出 され た。

内臓 あ るいは え らといっ た抗 菌性 物質 が沈着 ま たは 蓄積 しや す い部位 か らの検 出 が

多か った が、輸入 品のエ ビ ・国 産 のマ ダイの筋 肉 か ら検 出 した例 もあ った。 ま た、残

留基 準の設 定 され た オ キシ テ トラサ イ ク リンの検 出例 も多 く、今 後 も残留基 準 が新 た

に設 定 され る物 質 に注 目し、監視 を続 ける必 要 が あ る。

(イ)食 肉

国産 の豚 もも 肉1検 体 か らTC系 抗 生物質 で あ るク ロル テ トラサ イク リンが検 出 さ

れ た。 当班は昭 和55年 か ら残留 実 態調 査 を続 けて い る が、経年 的 に見 て正肉 ・肝 臓 と

もに検 出率は減 少傾 向に あ る。 なお 、肝 臓 には筋 肉組 織 よ りも薬剤 が長期間残 存す る

た め、肝 臓 を対 象 と した検 査 を 引き続 き行 う必 要 が あ る。

表-1検 査結 果

※原産国不明品一体(は ちみつ)含 む

○内数字は検出検 体数 その他 の数 字は全検査検体数

PC系 抗生物 質1ペ ニシ リン系抗 生物質ML系 抗生物質:マ クロライ ド系抗生物質

TC系 抗生物質:テ トラサイ ク リン系抗生物質AG系 抗 生物質:ア ミノグリコシ ド系

抗生物 質
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(ウ)加 工品等

海 外 か ら輸入 され る畜 水産 食 品 の 安 全性 を確 認 す るた め、 生 ハ ム等 の食 肉製 品 ・

ピー タ ン等の卵加 工品 ・シュ リンプ ペー ス ト等の 魚介 類加 工品 につ い て検査 を実施 し

た。 この他。 ウナ ギの 蒲焼(輸 入 品)・ 牛 乳等 ・鶏 卵 ・は ちみつ ・チー ズ につ いて検 査

を行 った。

これ らの加 工品 の うち、輸入 品 の ナ チ ュラルチ ー ズか ら、海 外 で使 用 が許 可 され て

い るナ タマイ シ ンが検 出 され た。 日本 ではナ タマ イ シ ンについ て の基 準 はな く、 ナ タ

マ イ シ ンが使用 され たチ ーズ に対 して は食 品一般 の成分 規格 違 反 品(食 品は抗 生物 質

を使 用 しては な らな い)と しての 措 置 が とられ た。 ま た、チ ー ズ 以 外 の加 工食 品 か ら

は抗 菌性物質 は検 出 され なかっ た。

お わ りに

平 成9年 度 に は、 平成8年 度 に続 き新 たに2種 の合成 抗菌剤 につ い て残 留基準 が設

定 され た。

これ までは、残 留 基準 が設定 され てい なか った た め、簡易 検査 法 の 検出限界値 が事

実 上 の規 制値 とな って いた。 しか し、新 たに残留 基 準の設 定 され た物 質の検査 法 のな

か に は、 これま で の残留 実態 と比 較 して非常 に厳 しい もの も あ る。 この こ とに よ り畜

水 産食 品 の抗菌性 物 質 に対す る安 全性 が よ り確保 されて くる もの と考 え る。

生産者 は、養 殖魚 の生け簣 の衛 生 管理 、休薬期 間 の遵守等 に よ りあ くまで抗 菌性 物

質 の無 残留 を 目指 すべ きで あ る。 行 政 として は生 産者 や流 通業 者 の意 識 を高め よ う積

極 的 に情報提供 を行 い、監視 指導 を続行 して い く必 要 があ る。

表-2抗 菌 性 物 質検 出検 体

※簡 易検査法 ・分 別推 定法 ともに陽 性 の検体
1)簡 易検査法H6 .7.1衛 乳第107号 「平成6年 度 畜産食品中の残留有害物質モニタリング検査

の実施について」

別紙3「 畜産食品中の残留有害物質簡易検査法(改訂)」
2)分 別推定法H6 .7.1衛 乳第107号 「平成5年 度 畜産食品中の残留有害物質モニタリング検査

の実施について」

別紙2「 畜産食品中の残留有害物質の分別推定法(改訂)」
3)ペ ーパーディスク法 「食品衛生検査指針(理化学編)」第6章(2)-(b)「 ペーパーディスク法」

4)一 斉検査法H5 .4.1衛 乳第79号 「平成6年 度 畜産食品中の残留有害物質モニタリング検査

の実施について」

別 紙2「 畜産 食 品 中の残 留 合成 抗 菌剤 の一斉分 析法(改 訂法)」
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